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現役時代を振り返って 

平成 15年卒 田添 亮  

 

時が経つのは本当に早いもので、卒業して

まもなく 10 年が経とうしているのがいまだに信

じられない。私が主将を務めた年がちょうど創

立 60周年、慶早戦 50周年の節目の年であっ

た。 

現役時代を振り返ると、慶応バドミントン部

は（良い意味で）泥臭さかったなぁと思う。 

最初の思い出は、初めてのリーグ戦であり、

慶応バドミントン部を考える上での原点である。

1999年入部当初は 3部に位置していたものの、

当時は 4 部降格目前の危機的状況にあった。

そんな中、60 周年記念誌に寄稿されていた三

壁先輩の日大経済戦を目の前で見た。それま

で諸先輩から慶応は粘りのプレーが持ち味だ

と何度も聞かされていたが、三壁先輩のプレ

ーを見て、あぁ、こういうことなのかな、と実感し

た。（一方で、周りのレベルの高いことに驚い

た。当時は、大東文化大学の鈴鹿さんのプレ

ーがカッコよく、この人に勝てるようになりたい

と強く思ったものだ。） 

1年秋にはシングルスは3部では全勝できる

ようになり、東日本インカレも 32 決めの試合で、

あと一歩というところまで善戦していたので、自

分の中で、少し頑張ればインカレに出れると慢

心してしまったところがあったように思う。普段

の練習についても、それなりにきつかったよう

に記憶しているが、自分にとっては物足りなか

ったのも事実である。今振り返ると、良き仲間

に恵まれていたがゆえに、その居心地の良さ

から、3 年までは、ついつい楽な方（あまり考え

ることをせず、ただ疲れる練習をすればいいと

いう方向）に流されていたように思う。 

4 年になってからは、部活の練習以外で、2

日間に一度は講義の間にもウェイトトレーニン

グを盛り込み、ランニング、社会人との練習を

劇的に増やした。この成果は如実に出た。な

ぜ、もっと早く取り組まなかったのだろうと今で

は思うが、卒業までの時間と、インカレでベスト

16 以上に入りたいという目標を考えた時、はじ

めて自分で考え、実行できたものであり、現役

は特に、「大学を 4年の軸で考えてはいけない。

まだ来年があると思ってはいけない。」のだと

思う。 

きちんとした実績は、3 年時に辻先輩とのダ

ブルスでインカレに出場し、初戦を勝利し、今

や日本のエースである佐藤翔治君と佐々木翔

君との黄金ダブルスに満足のいく試合ができ

たことだろう。4 年時は東日本予選で敗れ、イ

ンカレ出場することができなかった。しかし、結

果的には 4 年の最後の伸びは大きかった。毎

日考え、粘り強く地味な努力を続けることで、1

部で活躍する法政や青学のレギュラーにも公

式戦で勝てるようになったことは、社会人にな

ってバドミントンを続ける上でも自信になった。 

 前述のとおり、慶応の練習は非常に地味で

泥臭いものだった。個人のレベルにばらつき

がある中で、羽を打ち合う練習があまり効果的

でないとの考えから、フィジカルトレーニングが

中心であった。バドミントンは強い人のプレー

するのが上達への一番の道だと私は当時から

今でも思っているが、それでも、当時の慶応の

練習でも、もっと考え抜けば、もっと強くなれた

と思っている。（日吉での練習量だけでは不足

していましたが）。 

練習の泥臭さは、試合にも出る。それを一

番よく見ることができたのは、三壁先輩のリー
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グ戦の試合だった。日大経済戦以降も、芝浦

工大のエースや、明治のレギュラーにも、その

粘り強さを発揮しリーグで勝利をおさめられて

おり、上手い選手に粘り勝ちする、そういった

試合を見るのが楽しくて大好きだった。（ちょっ

と持ち上げすぎ？） 

大学 4 年間を含め、自分のこれまでのバドミ

ントンの試合で印象深いものを考えた時、「そ

の試合の 1本の価値を考え、最後まで粘り強く、

泥臭く試合ができたかどうか」が常につきまとう。

やはりうまくいった試合や良い記憶がある試合

は、全てを出し尽くした試合である。出し尽くし

きれていない試合は、後悔があるからこそ記憶

に残っているものだ。 

慶応バドミントン部の伝統は？と聞かれたと

きに、ラグビー部の「魂のタックル」といった格

好のいい言葉は思いつかないが、やはり「泥

臭い粘りの一本」という言葉に近いものになる

のではないだろうか。そこに価値を見出すこと

ができるのが、慶応バドミントン部なのではな

いかと思えてならない。 

それは華やかなフェイントや切れのあるスマ

ッシュがないから、粘るしかないというのではな

く、粘ってとったその一ラリーに試合を動かす

力や、道を切り開く可能性があるからだ。そし

て実際に実行している先輩、後輩がいて、感

動させられる。後輩だと、山口・渋谷の早慶戦

には感動したし、光井のシングルスはいいねぇ

と部外の人から言われ、自分のことのように嬉

しかったりもした。 

私自身も、卒業後も細々とバドミントンを続

けながら、日本リーグの 3 部にあたるチャレン

ジリーグへの参戦を実現した。泥臭く挑戦して

きたつもりでいたが、改めて、仕事でもバドミン

トンでも「泥臭い粘りの一本」にこだわっている

か、もう一度立ち返ってみる必要がありそうだ。 

少し大げさかもしれないが、人生を変えるぐ

らいの「泥臭い粘りの一本」が絶対にある。（私

自身、中学生の時にそういった１本を経験しま

した。） 

現役の皆さんには、後悔しないためにも、一

本 に こ だ わ り ぬ い て い た だ き た い 。

 

 

 

平成 15年卒 武井 由紀子 (旧姓：永島) 

 

初めて日吉記念館を訪れたときは 18 歳の

乙女だった私も今年めでたく本厄を恐れる 32

歳。時の流れは年々早くなりバドミントン部で

過ごした時間の倍以上の時があっという間に

たち、人生それなりにいろいろあったが、あの4

年間は比類なく濃密な時間であった。 

 思い出と一言めは片付けられないほどたくさ

んの思い出があるが、やはり毎日結果を出す
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ために苦しい練習をしてきたのだから、試合に

勝利した時の喜びが最も心に残っている。一

つは二年のときの慶早戦女子約 20 年振りの

5-0 完全勝利。部員の少ない女子は一年の春

リーグから問答無用でリーグに出場、最初は正

直試合の重みをあまり理解できずに慶應バドミ

ントン生活をスタートした私だったが、この勝利

の時には慶應義塾の名前を背負って戦えるこ

とに誇りと幸せをかみしめていた。塾長招待会

で見上げた三色旗の下で自分の選択は間違

っていなかった、と思ったことをはっきりと覚え

ている。 

 もう一つはインカレに出場でき、一つだが勝

利できたこと。心のうちにインハイチャンプの後

輩、野村に連れてきてもらったという意識が強

く、実際はそんなことはなかったのだが会場内

で自分が最弱選手だったらどうしよう、などと弱

気な心を押さえこみつつ挑んだ試合だったの

で安堵も大きかったが素直に嬉しかった。 

 しかし実は慶早戦の勝利も早稲田は日本を

背負う選手の岩脇さんが欠場、インカレに行け

たのも野村というトップ選手と組めた、という非

常にラッキーな面が大きい。 

当時はそのことに引け目を感じる瞬間もあった

し、実際に直接そう言われることもあり、落ち込

みもした。その時は運も実力のうち、と言い聞

かせ強引に心を落ち着かせていた。 

 「運も実力のうち」この言葉よく耳にはするが、

4年間勝利の二文字をひたすら追求したことで

人生の全てにおいて結果を決めるのは、「運」

と「実力」の二つしかないということに気づくこと

ができた。何かと言い訳して他人や何かのせ

いにしがちだが、全ては自分の運と実力の結

果、今がある。社会に出て仕事をして結果を求

めるのは当たり前だ。お金をもらっているのだ

から。しかし現役の 4 年間では誰からも報酬が

出るわけでもなく、極端な言い方をすれば自

己満足のために血のにじむ努力をする。また

一方で時には社会の中では結果が必ずしも正

しく評価されない場面もあるが、試合において

ははっきり自分の力が勝負の結果になる。問

答無用で見返りなしで徹底的に戦う 4 年間が

あったことで、全ての結果は自分次第で自分

の出した結果であり、自分に運と実力さえあれ

ば到達できない地点はないと思える人生の強

い軸ができたと思う。もちろん何かのせいにし

てグチを言うことも多々あるが… 

 体育会生活で得られたことはたくさんありす

ぎる。陳腐な言い方かもしれないが、本当に、

かけがえのない仲間。先輩方にはいまだにた

くさんお世話になっている。あとは体力。現在

私はバドミントンから遠ざかってしまい運動らし

い運動はしていないのだが、体力は周囲に驚

かれるほどある。私の近況としては夢である独

立を目標に飲食店で料理を生業としているが、

飲食店の仕事は朝から遅いと深夜 2 時まで立

ちっぱなしでそんな生活をもう何年もしている
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が、それでも毎日元気に走り回れる。休みのな

いときはいっそのこと倒れでもしたら休めるな

などと思うこともあるがありがたいことにそんな

気配は全くない。そんな時は「オールロングと

どっちがキツイか」と自問自答、断然今の方が

ラクっという感じで長い一日も乗り切れてしまう

のである。 

  当時は辛いこともたくさんあったが、4年間で

得られたすべてのことに今は感謝の言葉しか

出てこない。とりたてて自慢できることもあまりな

い私だが、バドミントンを選び、慶應義塾を選

び、さらに体育会を選ぶことができた自分の強

運を褒めてあげたいと思う。 

  最後になりましたが、70 周年おめでとうござ

います。

 

 

體育会バドミントン部 70周年寄稿文 

平成 16年卒 落合 惇  

 

慶應義塾體育会バドミントン部の創立 70 周

年おめでとうございます。諸先輩方が築き上げ、

引き継いできた伝統ある部の中で自身の 4 年

間を捧げる事が出来た事、素晴らしい同志に

出会えた事、そして皆様とこの喜びを分かち合

える事を誇りに思っております。 

この度、寄稿する機会を頂戴したので、10

年以上前に想いを巡らせて触れてみたいと思

う。 

小生が入部したのは 2000 年春の事だ。当

時、各学年に出身高校（神奈川・桐蔭学園）の

先輩方が在籍していた事もあり、入学前から練

習に参加させて貰っていた。実は、大学に合

格した時には部に入る気は無かったのだが、

入学前にあった高校の部のOB会にて桐蔭出

身である體育会バドミントン部の先輩の方々の

歓待を受け、酔った勢い（？）もあり入部宣言

をした（らしい）。実際は覚えていない。冷静に

考えると、日本国の法律と桐蔭学園の素晴らし

い先輩方の素行の素晴らしさを考えると、大学

入学前の人間が酒を飲むことも飲まされること

もあるはずがないので、あれは大学入学前に

見た夢か、神様か悪魔からの囁きか何かだっ

たのだと思う。 

さて、入部はしたものの、努力をすることもな

く漠然と毎日を過ごしていた。半年程すると、

毎日大学に行っては練習だけする毎日に疑

問を感じてしまい、部を離れてしまった。部を

離れている間は、時間を気にせず友達と遊び

に行ったり、飲みに行ったり（これも法律上あり

えないので妄想だと思う）、部にいる時にやり

たいと思っていた事をしてみたが、ちっとも面

白くなかった。 

そして、部から離れて１カ月半程した 11 月

に慶早戦があった。心に何か引っ掛かるもの

があったこと、同期の応援でもしようと思ったこ

と、そして、監督に部を辞めることをきちんと言

わねばという思いがあり、観戦に行き、仲間が

戦う姿を見た。最初は、一観客として、冷めて

観ていたが、試合が進み盛り上がるにつれ、コ

ートで戦う先輩・同期と、コートにいない自分と

の壁のようなものを感じてきていた。そして主

将戦で高校の先輩である三壁さんが、早稲田

の吉川さん相手に食らいついていく姿を見て

いる頃には、いれたはずの場にいない自分へ

の情けなさ、大切な場所を失ってしまったとい
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う喪失感を感じていた。試合終了後には逃げ

るように会場をあとにしていた。その後、もう自

分の場所は失わないと心に決め、部に戻りた

い旨を先輩に願い出た。 

あの時、慶早戦に行っていなかったら、あの

まま部を離れていたら、どうなっていただろうと

未だに考えることがある。結末は分からないが、

どこか踏ん切りの付かない気持ち悪いもの心

の奥に抱えて大学生活を過ごしていたのでは

ないかと思う。一度は部から逃げ出した自分を、

温かく迎えてくれた先輩方・同期には本当に

感謝している。 

 部に戻ってからは、流石に少しは意識が変

わって練習するようになった。実績も才能もな

い自分にはただただ努力しかないと信じてい

たが、結果は残せなかった。今から思うと、努

力していることに満足していて、正しい努力を

しているか？という事を突き詰めて考えていな

かったと思う。当時は必死に頑張っているつも

りだったが、今から思えば、単なる、結果の出

ない努力に酔いしれていただけなのかもしれ

ない。 

 最終学年時には、主将を拝命した。果たして

自分で務まるのか？その責務と期待に応える

ような責任感も器も自分には無いのではない

か？などと、悩みは尽きなかったが、やるしか

なかった。やることはとにかく練習と、当時週に

5 回だった練習を週に 6 回にしたり、春・夏の

休み中の練習を二部練にしたりした。果たして

良かったのか？と、今でも「ああしておけば良

かった。自分だけではなく、仲間の大切な時間

も奪ってしまったのではないか？」と思うことが

ある。大学四年の頃の記憶と言えば、悩んだこ

と、苦しんだこと、それでも前に進むしかないと

思い、ちょっと進んで、また悩んでしまった記

憶が多い。 

勿論、後悔ばかりがあるのではない。数々の

試合。部の行事。暑い夏の練習後、記念館の

外で夕方に風に吹かれて飲むエネルゲン。練

習後、「とんかつ三田」で店員から怒られるまで、

ご飯をお代わりしたこと。吉岡の携帯のアドレ

スを変えて遊んだこと。バイトをしていた鳥雅で

の體育会同期との（未だに続いている）交流な

ど、数々ある。特に慶早戦の主将戦は今でも

自分の中に強く焼き付いている記憶だ。一緒

に苦楽を共にした仲間、森下監督始めとする

コーチ陣、そして平日も休日も練習について

相談に乗って下さり、バリバリと厳しい練習を課

して下さった茂木（鬼）コーチには感謝してい

ます。 

 大学を卒業した後は、会社に就職し、どんな

に困難な仕事に対してでも體育会で養った礼

儀作法と不屈の闘志で乗り越えて・・・・などと

言うことはない。普通の（ちょっと頭の悪い）社

会人だ。中学校位の頃に思っていた「まともな

社会人」とは程遠い。 

バドミントンはもうプレーしていない。自分に

はもう自分の全てを懸けて戦う場がないという

事を知っていることもあるし、引退後に気が付

いたが、好きで始めたはずのバドミントンが、続

けているうちに、余裕もなくなり、いつの間にか

好きではなくなってしまっていたということもあ

る。 

自分は4年間で何を得たのだろう？よく分か

らない。何かはあるのだろうが、必ずしも部に

いたから得られたものでもないだろうし、他のこ

とをしていても得られるものも多いだろう。諸先

輩方のように、「自分はやりきった」と言える程

でもないし、今更美化しようとも思わない。しか

し、色々なものが見ることが出来たことは事実

だ。自分の限界・才能、酔っ払った三壁さ

ん、、、見たくはないものの方が多かったが、あ
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れだけ打ちこんだから見られたものもあったと

も思う。また、悔しい思いをした事、楽しい時間

を過ごした事、悩んだ事、苦しんだ事が現在の

自分に繋がっている事は事実だ。そして、一

度は離れた部に戻ろうと決意したこと、主将と

して悩んでも苦しくてもそれでも続けようと思え

たこと、そういう原動となる何かがあったと思うし、

そのような思いが出来たことがなによりも大きな

ことだと思う。 

バドミントン部の益々の発展と、OB の皆様、

現役部員、そして将来の部員達の御活躍を祈

念し、筆を置かせて頂きます。 

最後に、普段は恥ずかしくて言えないのだ

が、渡邉・朽見・野村・佐倉（女子は旧姓）、本

当に有難う。 

 

 

平成 17年卒 吉岡 達循  

 

慶應義塾大学バドミントン部創部 70 周年、

おめでとうございます。現役部員の顔ぶれとと

もに、少しずつ形を変えながら、70 年の長きに

渡ってバドミントン部が日吉に在り続けているこ

とは、各代の現役部員の練習の積み重ねと、

多くのＯＢＯＧの方々のご支援の賜物であると

思います。また、このたびは 70 周年記念誌に

投稿させていただく機会を賜り、光栄に思いま

す。お恥ずかしながら、私のバドミントン及びバ

ドミントン部に関する思い出を、少しばかり振り

返らせて頂ければと思います。 

 

【バドミントンとの出会い】 

高校時代にバドミントン部に入部し、ラケット

を握りました。シャトルがラケットに、まともに当

り始めた頃になると、バドミントンの面白さに気

付き、のめりこんでしまいました。それから高校

3年の夏休みまで、飽きることなくバドミントンに

のめり込み続けていました。 

 

【慶應義塾体育会バドミントン部との出会い】 

高 3 夏休み以降の付け焼刃（？）の受験勉

強を経て、慶應義塾大学環境情報学部（ＳＦ

Ｃ）に入学。最初は、体育会に入部することな

ど全く想像もしておらず（そもそも存在も知ら

ず？）、サークルと授業をやりつつ、中学でか

じっていた野球と、高校でやっていたバドミント

ンサークルに入ろうと思っていました。実際、最

初の頃は複数のサークル活動に顔を出してい

ました。しかし、ある日、ＳＦＣのバドミントンサ

ークルに、体育会所属の先輩方が顔を出され

たことがありました。その時、「ＳＦＣ生でも体育

会バドミントン部に入れるのか！」ということを

発見しました。そして後日、2 年先輩の星合先

輩に、日吉の記念館へ体育会バドミントン部の

練習へ連れて行って頂きました。日吉の記念

館が、とても広かったこと、天井が高かったこと、

そして部員達が頻繁に声を出して鼓舞しあっ

ていたことを、良く覚えています。 

練習参加の初日の練習には、松下君はじめ
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日吉の学部に所属していた新入生が、4－5人

参加していたことを記憶しています（少しずつ

同期の部員達が減ってしまったことは残念なこ

とでした）。入部から4年生になるまで、バドミン

トン部での活動が大学生活のメインでした。藤

沢の SFCで授業を 2つ 3つ受けて、日吉に移

動し、練習して、夕食を食べて寝る。この生活

が 4 年間続きました。思い返すとあっという間

です。 

 

【バドミントン部での 4年間】 

1 年目はリーグ戦に出ることなんて、夢のま

た夢。メンバーチェンジの要員にもなりえなか

ったように記憶しています。部内でも、その他

大勢の 1 人でした。実力ももちろん、その土台

となる体力も、まだまだ未成熟でした。 

2 年目、ささやかながら、リーグ戦レギュラー

メンバーへの可能性も見えるようになりました。

しかし、軸のメンバーとして勝ち星を稼ぎに行

く要員になるなんて、やはり夢のまた夢でし

た。 

3 年目、やっと勝ち星を期待される要員にな

ったように思います（あまり勝てませんでしたが

…）。 

早慶戦を経て、代交代があり、我々が最上

級生になりました。それまでの最上級生が抜け、

部員数が激減しました。先輩・後輩等多くの

方々に不安を抱かせてしまっていたように思い

ます（ご心配お掛け致しました）。4 年目のこの

年、やはり、悔やまれるのはバドミントン部をリ

ーグ 4 部へ落としてしまったことです。もっと踏

ん張ることも出来たように思います。3部にいれ

ば、4 部よりも上手の選手と試合をする経験が

多く、学ぶことも多いと思います。そのような機

会を後輩たちから奪ってしまったことを思うと、

申し訳ない気持ちになります。 

【慶應義塾体育会バドミントン部での 4 年間を

振り返って】 

今回、このようにバドミントン部での 4 年間を

振り返る機会を頂戴したことで、改めてゆっくり

と総括をする事が出来ました。卒業後、初めて

のように思います。4 年間を思い返してみて、

バドミントン部から 3 つのことを与えて貰ったと

いうことが分かりました。 

1 つ目に、好きなこと（自分が好きだと思って

いたこと）を、「いやになるまで（!?）」やる経験

（＝継続する力）。 

自分は飽きっぽい人間だと思っています。実

際、自分の人生の中で、「自分が主体的に選

んだことを、何年間もやり続ける」という経験は、

バドミントン以外にありません。恥ずかしながら、

習い事などは、どれも長続きしたものはありま

せんでした。ですから、なにはともあれ「4 年間

（高校含めて 7 年間）、バドミントンを続けられ

た」という事実は、今でも、辛いことがあったり、

諦めたくなった時の、「つっかえ棒」になってく

れているように思います。 

2 つ目に、挫折感を味わっても、すぐに立ち

直る力（＝雑草魂≠負け犬根性）。 

計算したことはありませんが、おそらく私の 4年

間の対外試合の通算成績は、負け越している

と思います。「頑張って練習しているつもりなの

だが、もっと頑張っている人たちがいるみたい

だ」「結構センス有ると思っていたが、もっともっ

とセンスの良い人たちが沢山いるみたいだ」な

どなど、色々と挫折感を味わう経験の方が多か

ったように思います。それでも立ち直って、また

次の目標に向けて練習をリスタートする。精神

的なタフさを培うことが出来たように思います。

但し、負け試合での反省事項をしっかりと受け

止めて、次に活かすことをもっと重視すれば、

もっともっと上手くなることができたという後悔
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があります。これは反省事項の 1つです。 

そして最後に、今も親交が続いている仲間

（同期の松下や、先輩・後輩たち）を与えて貰

いました。今も時々集まっては、楽しくお酒を

ご一緒させてもらっています。また今の妻にも、

バドミントン部で出会うことが出来ました。この

ように、バドミントン部で出会った方々との人間

関係は、社会人になってからの人間関係とは

一味違い、かけがえのないものです。一生大

切にしたいものです。 

 

【近況】 

慶應義塾大学環境情報学部を卒業後、大

学院に進みました。2 年間の修士課程を経て

から、証券会社（現シティグループ証券株式会

社）に入社しました。その会社では海外駐在

（英国）を経験させて頂き、3 年目に現在所属

しております経営戦略コンサルティング会社

（ボストン・コンサルティング・グループ）に転職

致しました。自分の実力不足もあり、日々長時

間労働及び失敗・反省続きの日々を送ってお

ります。それでもあきらめずに継続出来ている

のは、やはり、バドミントン部での 4年間の経験

が有るからだと思います。 

大変申し訳ないことに、現状、忙しさを理由

にしてしまい、日吉記念館から足が遠のいてし

まっております。ですが、毎年必ず 4回（1シー

ズンに 1回）は、顔を出させていただけるように

したいと思います。 

 

 

体育会での反省と感謝                            

     平成 17年卒 松下 光旗  

 

まず、70 周年記念部誌にあたり、多大なご

尽力をされた担当の方々に御礼申し上げま

す。 

私が部を引退した年は 2005 年、それから 7

年経っても、当時の事をよく思い出すのは、そ

れだけ私にとって、得られるものが多い、充実

した期間を過ごすことができたからだと思って

います。 

私が入部を決めたのは、高校時代、地元長

崎でカリスマ的な存在だった田添さんに勧誘し

て頂いた事がきっかけでした。監督や OB の

方々の存在、関東のレベルの高さ等を伺い、

「この環境で思い切りバドミントンをやってみた

い」と思いました。田添さんには入部後も大変

お世話になり、多くの事を学ばせて頂きまし

た。 

意気込んで入部したものの、現役時代を振

り返ってみると、「全然、誇れる成果を残せなか

ったな」というのが本音です。最も悔やまれる

のは、4年の春リーグで 4部降格した事に加え、

その後の秋リーグで 3 部への復帰が果たせな

かったことです。様々な要因はあったとは思い

ますが、チームの勝敗が決まる大事な場面で、

尽く私が負けてしまった事を考えると、自分の
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力不足だったとしか言い様がありません。 

私は 4 年間継続してモチベーションを保つ

ことはできませんでした。2,3年次は怪我をきっ

かけに、伸び悩み、あきらめのような気持ちも

感じてしまっていました。これが最後の4年で 4

部降格という結果に繋がってしまったと思って

います。今でも時々それがどうしてだったのか

と思い返しますが、以下の 3 つのような理由が

あったかと思います。 

1 つ目は、うまくいかないときに、やり方を変

えてみる事でした。私は現役時代、バドミントン

は強いショットを打って勝っていくものだと考え

ていましたが、もう少しプレーの幅を広げること

を考えていたら、ここ一番の勝負の時に、役に

立ったかなと。 

2 つ目は仲間との本音のコミュニケーション

が不足していた事。自分が悩んでいた時、自

分だけの力で解決しようとしていました。今でも

飲みに行ったりできる素晴らしい仲間の存在を

考えると、このような悩みをもう少し相談してい

ればと感じる時もあります。 

3 つ目は長期的、継続的に練習の計画を立

てていなかった事。リーグ戦に向け、この期間

は何に注力して練習するか、中間テスト的な位

置づけで試合に出てみる等、考えていれば、

目標に対して、自分の力を上げるための具体

的な行動をとれただろうと思います。 

ネガティブな記述が続きましたが、部活動を

4 年間やり遂げたことは、私にとってかけがえ

のない財産となっております。3 年の冬には部

員が 5 名(吉岡、坂根、小粥、広田、私)しかい

ないという部の存続の危機もありました。私以

外は皆、就活やダブルスクールとの両立、初

心者や長いブランク明けとった、練習するのに

厳しい環境にあったかと思います。そういった

中で、お互いに協力、励ましあい、乗り越えら

れた事を彼らに感謝したいと思います。特に同

期である吉岡とは互いに切磋琢磨し、唯一の

同期ではありましたが、大きな刺激を受けまし

た。 

当時、OBの方々にも多大なご協力を頂きま

した。特に、コーチだった茂木さんには、千葉

の合宿に会社を休んでフル参加して頂き、本

当に頭が上がりません。これは自らが社会人

になった今、更に痛感しています。おかげで少

人数ならではの充実した合宿を送ることができ

たと思います。 

また、OBの方々の協力を受け、他の強豪校

の練習にも参加させて頂きました。筑波大学で

の練習では現在、日本代表としてご活躍され

ている池田信太郎さんとゲーム練ができ、具体

的なアドバイスも頂きました。また、夜は筑波の

学生の家に宿泊させてもらい、様々な話をでき

たことも良い思い出です。筑波以外にも、明治

や法政の方々にもお世話になり、バドマガで
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見たことある選手と練習や話をし、新たな気づ

きを得ることができました。 

異なった環境で練習をすることの大切さを

感じ、自らも、早慶戦で交流のある早稲田大学

や、OB の方々のクラブチームに参加する等、

成長の場を求めて積極的に動いていく姿勢を

学ぶことができました。 

このように、周りの方々のご協力もあり、4 年

次には、3 部復帰は果たせなかったものの、バ

ドミントンの実力は大きく伸ばすことができたか

と思っております。振り返ってみると、4 年間続

けることができたのは、周りの方々のご協力が

あったからこそだと感じております。 

現在、私は自動車メーカーでエンジニアとし

て働いております。自動車は複雑なシステムと

なっており、様々な分野の人達を巻き込みな

がら仕事を進めなければなりません。そういっ

た仕事の中で、体育会で学んだ、自ら積極的

に動くことや最後までやり遂げること等が活き

ているのかなと感じております。静岡在住という

こともあり、近年は部から離れてしまっています。

この文章を書きながら、年齢の離れた OB との

関わりは体育会ならではで、受けた影響も大き

かったなと思い返しています。近々、何らかの

形で恩返しができればと思っております。

 

 

 

慶應義塾体育会バドミントン部創部７０周年に寄せて～６０年から７０年の間で～ 

平成１８年卒 坂根 洋介  

 

慶應義塾体育会バドミントン部創部７０周年

おめでとうございます。良いプレーヤーではな

かった私ですが、日本で一番の歴史を誇る塾

バドミントン部の一員として４年間を過ごせたこ

とを誇りに感じております。偉大な先輩方も寄

稿される中で、私が書くべきことは何かと考え

ると、やはり部員が少なかった時期のことを中

心として書かせていただきたいと思います。 

平成２４年１月現在、塾バドミントン部の部員

は４年生を除いても２０名を超す大所帯となっ

ています。そのような塾バドミントン部の活気あ

ふれる様子を見たり、聞いたりすると、まさに

「隔世の感」を感じずにはいられません。 

ほぼ１０年前の平成１５年の慶早戦後、４年

生が抜け、部員は５名にまでなりました。主将

の吉岡先輩、副将の松下先輩（いずれもＨ１７

年卒）、広田、小粥（いずれもＨ１９年卒）に自

分という状況です。五月女監督をはじめとした

監督、コーチの先輩方の危機感は相当だった

と思います。リーグの２複３単を考えると、本当

にギリギリの人数です。まさに危機的状況でし

た。 

このような非常に厳しい状況下にあって、私

自身が強く感じたのは、塾バドミントン部の連

帯感です。ＯＢ・ＯＧの方をはじめ、本当に多く

の塾バドミントン部とつながりのある方に支えら

れました。厳しい状況にあることを知った先輩

方が多く来てくださいました。久々に日吉まで
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足を運んでくださった方、合宿に来てくださっ

た方、お家に呼んでくださった方、飲みに誘っ

てくださった方…、本当に多くの先輩方にお世

話になったと感じています。先輩方が、塾バド

ミントン部のためにしてくださったことは、あらた

めて日本で一番歴史のある塾バドミントン部の

連帯感を感じる機会になりました。 

厳しい状況の塾バドミントン部にあって、Ｏ

Ｂ・ＯＧの先輩方、当時の選手があらためて意

識して一緒に進み、苦難を乗り越えられたこと

は、塾バドミントン部の一つのポイントになって

いるのではないかと感じるところです。 

５人のとき、本当に苦しかった。そんな中で

も、多くのＯＢ・ＯＧの先輩方、ともに練習してき

た先輩後輩がいてくれたからこそ、続けていら

れたと、当時のことを寄稿する中で実感してい

ます。引退後、当時から指揮をとっておられた

五月女監督（Ｓ６０卒）に４年間の一番の思い

出は何かと聞かれた際、「富津での合宿です」

と答えた覚えがあります。久々の外での合宿だ

ったこと、全日程で有給休暇をとってくださっ

た茂木コーチ（Ｈ４卒）とともに過ごしたこと、５

人全員一部屋だったこと、合宿最終日のラスト

の２：１回しで五月女監督と喜多さん（Ｈ２卒）

に相手していただいたオールショートにおいて、

お二人にめちゃくちゃ翻弄されたこと…、たくさ

んの思い出があります。 

たくさんの先輩の方々にお世話になりながら、

日吉に足を運ぶことも少なく、プレーでも現役

の相手はできない状況で、非常に申し訳ない

と思っておりますが、引退しても、後輩たちの

結果に一喜一憂し、高井さん（Ｓ３６卒）の撮っ

てくださる現役のプレー写真に元気をもらって

おります。 

塾バドミントン部のＯＢのサポーターとして、

日本で一番伝統ある塾バドミントン部が、バドミ

ントン界でこれからも脈々と歴史を刻んでいく

ことを心から願っております。そして最後に、ろ

くな成果を残していない私が言うのもなんなの

ですが、いつか慶早戦で現役が早稲田に勝

つシーンを見るのも願いの一つです。そのた

めにも少しでも現役のために何かできればと

思います。 

 

 

四年間の振り返りと今感じていること   ～継続と伝統．伝統に省みる部の強さ～ 

平成 19年卒 広田 崇 

 

＜初めに－祝辞－＞ 

慶應義塾体育会バドミントン部が創部70周

年の記念の年を迎えますことを心よりお祝い申

し上げます．また，バドミントン部がこの節目の

年を迎えるにあたり，これまで部の活動にご尽

力下さった多くの先輩方，そして関係者各位

に感謝申し上げます． 

ここでは，本誌の目的にもある様に，このバ

ドミントン部に於ける直近10年の活動を当事者

の言葉で残すこと，そして，伝えることを主眼と
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して，創部64年目の卒業生にあたる私から，自

身の四年間の振り返りとその上で現在感じて

いることについて書かせて頂きたいと思います．

お見苦しい表現など多々あるとは存じますが，

ご容赦賜りたく存じます． 

 

＜四年間の振り返り＞ 

入部当初，とてつもなく下手糞で，かつ，大

学に入るのに何年も要し，文武両道で言えば

その両面において劣っていた私が，“自分の

可能性に挑戦した”のが，私の体育会バドミン

トン部における四年間でした． 

体育会では戦績が何より求められるのは周

知の事実です．その点に於いて私は，中学か

らの長いブランク明けで入部したということもあ

り，大きなハンデを背負ってのスタートとなりま

した．ドロップ交互が出来なかったこと， ２：１

の対人練習をやったことがなくやり方が分から

なかったこと，入部するまで高校のマラソン大

会以外でランニングをしたことがなかったこと，

腕立て伏せが出来なかったことなど，当時の

私には基礎体力や運動神経というものがまる

でなく，体育会としては“分不相応な存在”でし

た．しかし，それでもバドミントンが強くなりたい，

体育会でやりたいという思いから，仲間と共に

関東大学リーグの3部という目標へと挑戦し続

けました．しかし，その過程は辛く，挫けそうに

なる場面の連続でした． 

私が1年生から2年生になる2004年の春，バ

ドミントン部は現役部員が5名しかいないという

危機的状況を迎えておりました．部員数が30

名を超えた2011年現在からは想像することは

難しいですが，当時は本当に人数が少なく,ま

た女子部員に至っては一人もおらず，実力的

にも人数的にも追い込まれていました．練習を

するのに必要なコートが１面だけで済むことも

多々ありましたし，参加したOBの方が現役部

員の数を上回るということもありました．肝心の

プレーでもOBの方々（森下先輩，小柳先輩，

茂木先輩，巽先輩，立田先輩，川野先輩，岩

部先輩）には勝てない日が続き，一体どちらが

現役なんだと当時はよく揶揄されたりもしました．

しかし，時間が経ち，リーグ戦が近付くにつれ，

実力が不十分な状態でリーグ戦のコートに立

つという不安と，毎日の厳しい練習からくる疲

労によるネガティブな感情が交錯し，釈然とし

ない日々を送っていたように思います． 

 

五大学OB戦※レセプションにて（於：法政大学） 

※現東京六大学バドミントン交流戦 

 

迎えた2004年の春リーグ．新しく加わった小

池君と共にレギュラーとしてダブルスのコート

に立ちましたが，3部の選手相手に手も足も出

せずに惨敗し，結果，当時として史上最低の4

部降格という成績を記録してしまいました．こ

の時は，可能性に挑戦するどころか慶應義塾

の「伝統」に泥を塗ってしまったと恥ずかしく不

甲斐ないばかりで，まさに針の筵に座る気持ち

でした． 

どうして勝てないのか，何をしたら強くなるの

か，ぐちゃぐちゃでも構わないからとにかく勝ち

たい，実績もなくプライドもない私たちが3部に
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挑戦しようと考えることすら本来ならおこがまし

いことだったのかもしれませんが，先輩たちと

目指した3部昇格へかける意欲は卒業するま

での以降3年間消えることはありませんでした． 

4部降格という悔しさをバネに，練習やトレー

ニングを重ね，オフ期間にも苦手なランニング

をし，嫌いな理工階段のダッシュを何本もしま

した．練習後にはクラブチームに通い，少しで

も強い人と練習して強くなろうと努力しました．

しかし，以降のリーグ戦でも，3期連続で4部2

位という結果に終わり，主将を拝命した最終学

年でも悲願を達成することは出来ず，悔しさと

後悔が残る四年間となりました． 

春リーグであと１ポイントで優勝という場面で

芝浦工業大学に敗退し，小杉ＯＢ会長の前で

泣き崩れたこと．リーグ戦の試合後のエールで

声にならない声を絞り出しむせび泣いたこと．

そして，秋のリーグでも敗戦し，優勝して歓喜

に湧く茨城大学を遠めに見ながら，茫然自失

として目に映っていたあの時の記念館の光景．

いずれも鮮明に今尚目に焼きついています． 

このように，私は3部昇格を達成出来ないま

ま，私の可能性への挑戦はクローズしました．

しかし，体育会バドミントン部という括りで見れ

ば，その可能性への挑戦は終わっていません．

それは，手塚君の代で昇格した様に，そして

その後もリーグ戦において後輩諸君が活躍し

ている様に，バドミントン部は個々人の四年間

に制約を受けることがないからです． 

引退後，私は慶應義塾の伝統の意味を知り，

伝統を紡ぐ塾バドミントン部の一員として，組

織活動に携わろうと思える様になりました．巨

視的に見れば，私が過ごした四年間や部員が

少なかった時期，4部降格等は，70年という長

い年月に於ける，ほんの僅かな期間に過ぎず，

バドミントン部の70年には先輩達そして後輩達

の歩みが凝縮されています．また，「私（=個）」

が過ごした四年間を一つの断片として，「部の

関係者（先輩，後輩）」が同じ様に個々の4年

間を紡ぎ，一致団結することで成す「バドミント

ン部（=和）」という組織自体も，同じ様に辛い

時を経て，継続を積み重ねてきたからこそ，創

部７０年という「伝統」に繋がっていると感じて

います． 

 

＜今感じていること＞ 

そして私は，ここに代々の「継続」ゆえに築

かれた我が部の「伝統」があると思うのです． 

私が四年間を通して可能性へ挑戦し続ける

ことが出来たのは，私には仲間がいて，諸先

輩方がサポートして下さったお蔭であるという

のが主観的な意見であります． 

先ほど史上最低の成績を収めたと書き記し

た様に，「バドミントン部」は過去に於いて此程

までに悪い時代を経験したことはありませんで

した．それ故に，未だ経験したことがない未曾

有の苦難に今まさに直面しております．そして，

その様な苦しい時だからこそ，自身が苦しい時

にサポートして頂いた経験からも，現役・OB・

OGが一致団結して，この苦難を乗り越えようと

努力することで「バドミントン部」がより強固な組

織へと変わっていく必要があると思うのです． 

「個」として四年間活動を継続させたOBであ

る「私達（特に直近10年の卒業生）」は，辛い

時代を過ごしてきた経験を分かち合いながら，

これからの将来に向けて，「バドミントン部」がよ

り高みを目指せる様に，組織活動のサポートを

し，「部」の「伝統」を継続させていける様にクラ

ブ活動に協力していく必要があると私は強く思

います．是非これまでOB会活動に積極的であ

った方もそうではなかった方も，そしてこれから

卒業してOB会に入る方も，今一度「伝統」の意
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味を考えてみては如何でしょうか． “慶應義塾

には，様々な苦難を乗り越え継続してきたから

こそ「伝統」があり，「伝統」があるが故の強さが

ある”といつか言われるよう皆で努力をしていき

ましょう． 

＜終わりに－近況と結び＞ 

私は現在，日産自動車でEVパワートレイン

の研究開発をしています．仕事の傍らでは，会

社のバドミントン部に所属し，神奈川の実業団

リーグや全日本実業団での上位進出を目指し

てバドミントンの練習を継続しています．限られ

た制約の中で仕事とプレーの両面に精を出せ

る充実した毎日です． 

チームのレギュラーになるには３年かかりま

したが，大学時代に培った泥臭さと，何事にお

いても一生懸命努力することだけは今でも私

の強い武器となっているように感じています． 

学生当時の仲間で，関東圏で仕事をし，プ

レーを継続している人間が少ないことに侘しさ

を抱きつつも，現役諸君の活躍を卒業した今

でも傍らで，かつ同じプレーヤーとしてみること

が出来，時代は違いながらも慶應義塾が同じ

ように脈々と続いていることを肌で感じるととも

に，言葉に出来ない幸せを感じています．近

い将来，強い慶應義塾の復活を夢見る一人の

OB として今後もサポートを続けていきます． 

最後になりますが，本誌の編集活動にご尽

力下さった草場先輩を初めとした編集委員の

皆様，そして，寄稿にご協力下さった皆様に本

記念誌の編集長として御礼を申し上げますと

共に，私の大学四年間から現在に至るまで，

ご指導賜り，お世話になった先輩諸兄，同期

の小粥君，小池君，そして後輩諸君に心から

御礼を申し上げたいと思います． 

慶應義塾体育会バドミントン部の今後益々

の発展を祈念し，結びの言葉とかえさせて頂き

ます． 

                    －以上 

 

第６１回全日本実業団（2011年6月 於：金沢市） 

対 北九州市役所（手前：広田） 

 

 

 

平成 19年卒 小粥 貴善  

 

入部前、特に運動部に所属した経験の無い

私は、「体育会」がいかなる組織かもよく分かっ

ていなかった。にもかかわらず、入部を決めた

理由は、単純にバドミントンが面白いと思って

いたからだった。今にして思えば、バドミントン

の難しさや厳しいトレーニングなどを良く知らな

かったからこそ入部できたように思う。また、そ

のような初心者である私の入部を許可してくれ

た諸先輩方には感謝する次第である。 

 入部後、それまでの人生とは全く異なる生活

をおくることになった。それまで大半の時間を

勉強や遊びに費やしてきたが、部活中心の生

活へと変わった。 

入部当初、多くの先輩方に基礎から教えて
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いただいた。ラケットの握り方から素振りやフッ

トワークなどの基本を、空いている人が交代で

私に教えてくれた。全体練習以外でも、同期

の広田が基礎打ちの相手をしてくれていた。

練習の強度は軽かったにもかかわらず、全身

が筋肉痛になり階段を昇り降りすることさえ辛

かったのは今でも覚えている。 

練習のみならず、社会的な側面でもいろい

ろ勉強させていただいた。練習中のみならず、

練習外にも仕事がたくさんあった。練習開始の

1 時間ほど前から、ネットの設置やモップがけ

をし、復唱の当番であれば主将に練習開始時

間と場所を確認し全体へ展開するなどを行っ

た。練習終了後もシャトルの選別や整理などを

行った。また、新歓や合宿、追いコンなどの各

種イベントでは部旗をはり、飲み会終了後は

先輩が出る前に店の玄関付近に整列するなど、

いろいろな作法や文化を理解し、実行すること

は大変だった。「どこまでが伝統でどこまでが

古い慣習なのかは分からないが、おそらくやら

ねばならない」ことに従事するのは、社会を知

る良いきっかけになった。 

部活の時間以外でも、食べるものから睡眠

時間にいたるまで、現役当時はいろいろなこと

が気になっていた。特に勉強との兼ね合いは

辛く、常に時間との戦いだった。体力の回復の

ためには寝たいが、課題が終わるまで寝られ

ないという日々が続いた。後輩の吉永を初め、

周囲の協力無しでは教職の免許を取得するこ

とはおろか留年なく卒業することなどとてもでき

なかった。 

勿論大変だったことばかりではなく、良いこ

ともたくさんあった。特に、私が1年生の時の春

合宿の時のように、千葉の民宿へ泊り込みで

参加していただけたことは有り難かった。直接

参加していただけなくとも、アルコールなど

（！）の差し入れなどでもお世話になった。大

学を卒業してしまうと、現役の相手をできるだ

けの体力と技術力を維持することが非常に大

変だし、それでも OB・OG に勝てていなかった

当時現役の自分たちが不甲斐なかったと思

う。 

卒業後は大学院で 2年研究を行い、企業の

研究所へ就職した。バドミントンと研究・開発で

はジャンルが異なるものの、基本的な技術を一

つ一つ身につける必要性や周囲の人と協力し

て一つの仕事を行うという意味では共通点が

あるので、部活での経験は今の仕事でも役に

立っていると思う。周囲の協力を得ることと自

分自身のスキルアップとは必ずしも整合性のと

れない部分があるものの、限られた時間との兼

ね合いで意思決定と実行を自然に行えている。

これは、部活で時間に追われながら生活した

経験があったおかげではないかと感じている。 

多くの先輩、同期、後輩のおかげで成長で

きた。私がバドミントンのプレーで恩返しなどと

はとてもできないが、これから入部してくる後輩

達のためにできることをしたい。 

 

 

 



84 

 

現役時代を振り返って～３部昇格に懸けた４年間～ 

平成 20年卒 手塚純平  

 

慶應義塾体育会バドミントン部がその歴史と

伝統を受け継ぎ、創部 70 周年を迎えますこと、

心よりお喜び申し上げます。また、記念すべき

部誌の発行にあたり、ＯＢの一員として寄稿で

きますこと、誠に嬉しく思っております。 

さて、今回の執筆のお話を頂戴して、改め

て自分自身の現役時代４年間を振り返ってみ

ますと、まさに「３部昇格に懸けた４年間」であ

ったと言えます。先輩方の想い・バトンを受け

継ぎ、３部昇格、そして強い慶應の復活に向け

て、突っ走ってきた４年間でした。 

思えば、私が入学した時、部員は男子５名

だけでした。そして、３部で迎えた大学最初の

春リーグ・帝京大学戦の第３シングルスにいき

なり出場させていただきました。しかし、結果は

２－０のストレート負け、しかも、うち１ゲームは

１点も奪えないという完敗でした。全くチームに

貢献できないまま、長いバドミントン部の歴史

の中で初めて４部降格という屈辱を味わいまし

た。 

そこから、３部昇格への厳しい道のりが始ま

りました。１・２年生の頃は、上級生の足を引っ

張らないようにと、死に物狂いで食らいついて

いきました。チームのために出来ることならと、

少ない部員の中での下級生の役割である雑

務も、同期と力を合わせてこなしてきました。 

しかし、あと一歩のところで「４部優勝」という

壁を越えることができず、涙を吞んできました。

何より、上級生の悔し涙を目の当たりにして、

チームの勝利に貢献できない自分自身の不

甲斐なさに悔しい思いをたくさんしてきました。 

そして、私が主将のバトンを引き継ぐ、大学

３年生の時の早慶戦。レセプションの後に、最

上級生から最後のメッセージが贈られた後、私

はこれまでの人生で一番といっても過言でな

いほど、人目もはばからず泣きじゃくりました。

これは、大変お世話になった広田主将の代の

先輩方が卒業することの寂しさや心細さはもち

ろんのこと、それ以上に先輩方と３部で戦うこと

が出来なかった悔しさ、そして、大切な試合で

勝ち続けることが出来なかった自分自身の力

不足が許せなくなって、感情を抑えきれなくな

ったからです。この時、より一層、絶対に３部昇

格を成し遂げるという想いは強くなっていまし

た。 

このような想いになれたのは、バドミントン部

の「絆」を感じることができていたからだと思い

ます。いつも想いを１つにし、目標に向かって

チームを引っ張ってくれた上級生。バドミントン

部の歴史・伝統を築き、現役部員に対して時

に優しく、温かく、そして時に厳しくご指導いた

だいたＯＢの皆様。嬉しいこと、楽しいこと、辛

いこと、悲しいこと、全ての同じ時を共にした同

期の仲間。生意気だけど、勝利に対して貪欲

で、向上心の高い愉快な後輩たち。全てのバ

ドミントン部の関係者の皆様との「絆」や想いが、

自分自身にとってとても大切なものになってい

たからこそ、絶対に３部昇格を成し遂げ、強い

慶應を復活させるという確たる信念へとつなが

ったと思います。 

私が男子部主将に就任した時の目標は、リ

ーグ戦５試合全て５－０で勝利し、３部に昇格

することでした。つまり、２５連勝して入替戦に

臨み、３部昇格まで駆け上がることでした。これ

は、勝ち続けることの厳しさを経験から肌で感

じ、３部昇格のためには並大抵の気持ちでは
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乗り越えられないと考えたからです。そして、そ

れは上級生や試合で勝てるメンバーだけが持

てばいい気持ちではなく、チーム全体で共有

しなければならない気持であると考えたからこ

そ、誰が試合に出ても負けられない極限の状

況、そのためにチーム全員がチームをサポー

トし合う気持ちを持っている状況を生み出した

かったからです。何より、先輩方から受け継い

だバトンの重みを感じ、強い慶應を復活させる

足がかかりにするという「夢」があったからでし

た。 

そして、この無謀と思われた挑戦を後押しし

てくれたのは、やはりバドミントン部の「絆」でし

た。たくさんのＯＢの諸先輩に温かくも厳しいご

指導を頂戴し、応援していただきました。突っ

走っていた私をいつもフォローし、チームの

「和」を生み出してくれた同期の仲間がいまし

た。とても厳しく接してきた後輩たちも、目標達

成が出来ると信じて付いてきてくれ、チームは

あらゆる場面で１人１人が主役となって、チー

ムの力になれるようにと自ら考え、行動できる

チームへと成長していきました。 

その結果、リーグ戦では惜しくも１試合だけ

落としますが、22勝 1敗という成績で優勝し、

入替戦２試合も 3－0で勝利し、３部昇格を達

成することができました。そして、３部昇格を決

めた入替戦当日は、試合会場となった千葉商

科大学まで本当にたくさんのＯＢの皆様に応

援に駆けつけていただいたり、メーリングリスト

でたくさんのお祝いのメールを頂戴したりしま

した。また、高井先輩には「３部昇格記念ＤＶ

Ｄ」を作成いただき、今でも大切に見ています。

この時も、改めてバドミントン部の「絆」を感じる

と共に、ＯＢの皆様のバドミントン部への熱い

想いを肌で感じました。 

私は、４年間の集大成として、３部昇格という

結果を残し、有終の美を飾ることが出来ました

が、これは先輩方から受け継いできた伝統や

歴史・想いなくしては実現できないものでした。

先輩方からたくさんのことを学び、多くの経験

をさせていただいてきたからこその結果でもあ

りました。だからこそ、現役を退いても、強い慶

應義塾体育会バドミントン部の復活を願う「絆」

を大切にしていきたい、自分を育てていただい

たバドミントン部に恩返しが出来るように、いつ

までも携わっていたいという想いが芽生えまし

た。 

それは社会人になっても同じで、結果こそ

残せませんでしたがコーチや男子監督代理と

いう立場を務めさせていただいたり、日吉に顔

を出して後輩たちと一緒に汗を流したりしてき

ました。今は仕事の関係で札幌に転勤となり、

なかなかバドミントン部に携わることも難しい状

況にありますが、それでも自分にできることは

ないか考えて行動を起こしていきたいと思って

います。 

強い「絆」で結ばれたバドミントン部の皆様と

同じように、強い慶應義塾体育会バドミントン

部の復活を心から願い、いつでも現役部員の

ことを応援しています。それは、強い慶應義塾

体育会バドミントン部の復活を体現できるのは、

私には出来なくて現役部員にしか出来ないか

らです。だから、いつも現役部員の試合結果
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は自分のことのように見て一喜一憂し、遠く札

幌から応援しています。そして、私も現役部員

にばかり頼るのではなく、創部 70周年という輝

かしい歴史や伝統を受け継いでいくことが出

来るＯＢとなれるように、自分自身も精進してい

きたいと思っています。 

また勝利の美酒に酔いしれたいという「夢」

を心に抱き、いつまでも慶應義塾体育会バドミ

ントン部を応援し、勝利を祈念致しております。

頑張れ、慶應義塾体育会バドミントン部！ 

最後になりますが、70周年部誌の発行にあ

たりご尽力いただきました関係者の皆様に、厚

く御礼申し上げます。

 

 

７０周年記念部誌への寄稿文 

平成２０年卒 中村 翔一  

 

大学に入学して何をやろうか、大学に入学

してもバドミントンをやりたいと思った。高校時

代で山田善康先生にバドミントンを教えてもら

った。山田先生にバドミントンに対して本気に

取り組むことを教えてもらった。山田先生に共

にお世話になった高校の先輩でもある小池徹

先輩がすでに、入部を決意していた。バドミン

トン部に入って大学生活を送ろうと決心した。 

大学２年、３年で早慶戦で勝利できたことが

一番印象深い。2 年連続で同じ相手と同じ山

口悦伺君をパートナーとして組んで試合を行

い、2年連続で勝利することができた。 

1 年生の時に、早慶戦に出させてもらって、

とても悔しい思いをした。第一試合のシングル

スで出場した時、早慶戦の異様な空気を感じ

ていた。非常に緊張し、空気が重く感じた。試

合ではいいところなんて一つもない、こちらが

相手に決められると観客席からのため息のよう

なものが聞こえてきた。試合が終わった後、当

時主将の吉岡達循先輩が「来年は絶対勝とう
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な」と励ましてくれた。その時感じた思いが翌

年の結果に繋がった。 

4 年間苦楽を共にした同期には非常に恵ま

れている。僕の代には5人の同期がいる。みん

な、思いやりのある、素晴らしい人たちだ。そ

んな同期と一緒に 4 年間部活動を行えたこと

は非常にありがたかった。 

大学４年生の一年間はとても充実していた。

主将であった手塚純平を中心に後輩達を含め

僕らのチームは同じ目標に向かっていた。そし

て、３部昇格することができた。 

中部遠征の企画も、多くの OB、OG の方の

協力のもとなんとか、やり遂げたことができた。 

大学 4 年間バドミントン部に在籍できたことは

一生のどの期間でもえられない貴重な時間で

あった。 

社会人になって 4 年目がもうすぐ終わる。転

勤を 3度経験している。相手を変え、土地を変

え仕事をすることに慣れてきた。どこにいっても

やることは一緒。しかし、転勤するたびに別れ

が訪れる。もうここでは仕事はできない、一緒

に生活してきた人達と同じ時間を同じ場所で

共有することは難しい。いつでも変わらず帰っ

ている場所が欲しい。どこにいても、慶應義塾

体育会バドミントン部は僕にとって帰りたい場

所である。迎えてくれる仲間がいる。そんな組

織があるということはとても嬉しい。慶應義塾体

育会バドミントン部ファミリーの一員として一生

関わり続けたい。慶應義塾体育会バドミントン

部がさらに発展し続けることを心から願いま

す。 

 

 

主務 

平成 20年卒 吉永 裕貴  

 

慶應義塾体育会バドミントン部 70 年の長い

歴史には、いつの時代も「主務」という役職が

あったことをここに記録しておきたい。 

チームの「主」役でありながら、チームを先導

する「主将」のように華々しくなく、目立つことと

は限りなく縁遠い役職。「主将」が「表」舞台に

立つならば、「主務」には「裏」方に徹するとい

う表現が最も相応しい。仕事は滞りなくこなして

当たり前。むしろ滞りがあればすぐにクレーム

の対象となる。あまりに人から見えない「裏」過

ぎて、主務を始めとするマネージャー陣が普

段どのような仕事を務めているか、大抵の人は

知らないのではないか。もしかしたら、これを経

験した者にしか理解されないかもしれない。し
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かし私は、この役職に就くことができて良かっ

たと思っている。貴重な体験を人一倍させてい

ただいた。それに感謝する意味でも、そのよう

な貴重な体験のできるマネージャーという役職

に良いイメージを持ってもらう意味でも、普段

目立たない「主務」が、どのような思いでチーム

に携わっているか、私の体験談をもとに少し知

ってもらおう。 

先輩から代を引き継ぎ、我々同期 5 人がチ

ームの最上級生となった。そして部員みんな

の前で話した、「主務」としての所信表明。「こ

のチームを引っ張る最上級生、特に主将が、

チームを強くすることに専念できるよう、他の全

ての運営は自分がやるから心配せずに任せて

欲しい」。それがこの役職に込めた思いだっ

た。 

一口に「他の全ての運営」と言っても、その

仕事は多岐に亘る。 

まずは年中行事の企画・準備、進行・運営、

事後処理。1月、新年会。「第 2回関場杯争奪

塾内対抗バドミントン大会」の企画、進行から、

1 年の仕事がスタートした。幼稚舎、中等部、

塾高、女子高、大学、OBOG の総勢百余名が

日吉記念館に一堂に会し、盛大に執り行われ

た。大学生だけでなく、付属校バドミントン部か

ら、自分の祖父に当たるような大先輩までが、

バドミントンという共通のスポーツを通して触れ

合うことができるのも、慶應義塾ならではの醍

醐味。自分が、そうした人々を集め、声を掛け、

接する機会を、他の部員より多く経験すること

ができたのも、この役職に携わっていたお陰で

ある。 

次の行事は 3 月、卒業生送別会。お忙しい

中 20 名もの先輩方にお越しいただき、現役部

員と合わせると 45 名！広田、小粥、小池 3 先

輩を無事送り出すことができた。 

5 月、「バドミントン部部長交代式並びに、新

入部員歓迎会並びに、春季リーグ戦祝勝会」。

会合の段取りも自分で確認できるようになり、

司会役が少し板に付いてきた頃にやってきた、

一度に三つもの会を兼ねる大きなイベントだっ

た。マイクを握る手にも自然と力が入り、それと

同時に、人前で話すことに少し快感を覚えた

瞬間だった。 

8 月。10 月末の慶早戦で大成功を収めるに

は、この時期から準備を始めないと間に合わな

い。早稲田マネージャー陣との打ち合わせ、

印刷会社との交渉、パンフレットの寄稿文依頼、

広告依頼・回収、校正、会場手配・準備、付属

校生・先輩方へのお誘い……。やるべきことは

山積し、ここに挙げたらきりがない。さらに、昨

年の塗り直しでは意味がないと、新たな企画を

打ちたてようものなら、連日徹夜の日々が続く

ことになった。 

そして 10月の慶早戦本番を迎える。前日の

慶早現役合同リハーサルで最終確認し、準備

がうまく行ったからと言って、満足することは許

されない。確認に確認を重ね、当日も決して気

は抜けない。大会後にも、各料金の支払い、

パンフレットの配布、広告料の受け取り、お礼

状の送付、収支報告の作成と、仕事は絶える

ことを知らない。 

また、一つの行事が終わればほとんどの部

員はそれで全てが済んだと思い、気が晴れて

いるのかもしれない。行事後に飲むお酒はき

っと格別だろう。しかしマネージャーにとって気

が休まる瞬間は訪れない。「その会合で誰か

が酔い潰れるかもしれない。そのとき介抱する

のは自分だ」、「会合に収拾を付け、最後にき

ちんと締めるのは自分だ」と思うと、みんなが羽

目を外す中、「自分だけは理性を保たなけれ

ば」と、自分を律することなしにはいられなかっ
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た。 

そして、事後処理を含む全ての仕事が終わ

れば、すぐに次の行事の準備について考え始

めるのである。自分がマネージャーでいる限り、

その繰り返しなのである。 

年中行事だけを取って見ても目の回るような

毎日だが、これ以外にも、部における日々の

会計計算・報告、体育会への事務書類提出、

学連との連絡、他大学との渉外活動、OBOG

との関わり、そして部員との対話と、すべきこと

は尽きない。 

その中でも、自分が最も重要だと思う役目は、

人との交流であった。誰にでも優しさや思いや

りを持ち、丁寧に親切に接してきた。自分の最

も近くにいる、部員の様子や調子には特に目

を配った。部員とたくさん接したくて、練習が始

まる前や終わった後、時には練習中も、他愛も

ないことを何でもいいから話し掛けた。試合前

で神経質になっている部員がいれば話を聴き、

悩みがあって暗くなっている部員がいれば笑

顔でアドバイスをした。そのお陰か、先輩・同

期・後輩に拘らず、何かあると自分に相談して

くれた。相談してくれると、自分も「主務」として、

自分という一人の人間として信頼されている気

がしてとても嬉しくなった。また、部内の空気が

沈まぬよう、練習中も大きな声を出した。たとえ

自分は毎日仕事が山積みで、本当は暗い気

持ちであろうとも、できる限り明るく振舞ってき

たつもりである。それは、自分が笑顔でいること

により、周りの人が笑顔を返してくれるから。み

んなが嬉しくなると、自分も嬉しくなれた。 

ここまで書いて、「主務」の仕事はやって当

たり前のことばかりである。誰に気付いてもらお

うとも、誰に労ってもらおうとも、誰に評価しても

らおうとも思っていない。しかしその分、それを

分かってくれている人がいると、表現のしようも

ないくらい感激した。会合終了のメーリングリス

トを配信すると、高井先輩が自分に対する労

いの言葉を一言書いてくださった。池田先輩

が「貴方のお陰で（会合が）楽しかった」とメー

ルをくださった。慶早戦のお知らせをするメー

リングリストの送信が明け方になってしまうと、

「遅い時間までお疲れ様。自分の為に集中し

てもいいのでは？」と落合先輩がメールを返し

てくださった。関場先生の下に書類へのご署

名を頂きに行けば、「文句一つ言わず、裏で

準備をしてくれる人がいることが大切なんだ」と、

次に先生と面会するお客様がすぐ側に控える

お忙しい中、40 分にも亘りお話してくださった。

これは、部員みんなの前でも仰ってくださっ

た。 

この方々以外にも、「何でも手伝うから言っ

てね」と声を掛けてくれた部員や、「主将と主務

はいつも大変だよな」と大変さを分かち合って

くれた部員、そして何より、マネージャーとして

のノウハウを手取り足取り教え、いつも自分に

目を掛けてくれた先輩……。自分が「主務」業

を行う上で精神的な支えとなった人はたくさん

いる。 

こうした、人との触れ合いを数多く、少

なくとも他の部員よりも多くさせていただ

けたのも、ひとえにこの役職に就いていた

からだと思う。自分に取り、かけがえのな

い貴重な経験をもって、自分を人間的に成

長させてくれたこの役職に感謝したい。 
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４年間の振り返りと現在 

平成 20年卒 坂根 宏志 

 

このたびは、伝統ある慶應義塾体育会バドミ

ントン部の記念部誌に寄稿させていただくこと

になり、誠にありがとうございます。部活を引退

してから早４年ほど経ちますが、現役時及び現

在の状況等について寄稿させていただきま

す。 

私が塾バドミントン部で得たことは、バドミン

トンの技術や規律を守るということはもちろんで

すが、最も得たと感じることができたことは人と

のつながりです。入部を決めたのも４年間部活

をやり通せたのも部活を引退後も連絡を取り合

っているのも、根本にあるのは人のつながりが

あったからだと感じています。このつながりがな

ければ、部活を最後まで続けられなかったと思

います。 

一方で、入部当初は最後まで継続できるか

不安でした。個人的に練習についていけるの

かにも不安がありましたが、同期５人が入部し

て２桁の部員数になるという部員数の少なさに

は部が存続できるのか心配でした。そんな中、

入部後すぐに春リーグ戦があり、３部から４部

に降格するという結果になり、苦しい状況下で

部活生活が始まったのを覚えています。 

最初の１年は復唱等の仕事をきちんとこな

せるようになることを念頭に置いて練習等を行

っていました。やるべき事はしっかりやる等とい

う基本的なことは、ここで身につけられたような

気がします。 

徐々に後輩が入部して部員も増加して部が

活気づき、各代の先輩方が練習方法等に工

夫を加え、リーグ戦３部復帰に向けて進んでい

ましたが、４部の状態で私の代が最上級生とな

りました。私が１年生の時に４部に降格したた

め、私の代以外の部員は３部を経験していな

いことから、何としても３部に復帰したいと同期

の手塚元主将をはじめ感じていました。最終

的に３部昇格を達成できた時は、試合に出て

いなくても、充実感を感じることができ、達成時

の光景は鮮明に覚えています。 

他にも中部遠征など様々な試合やイベント

等がありました。特に合宿というのは共に寝泊

りをして互いを知る良い機会であったと思いま

す。部活動は試合に勝つために練習すること

はもちろんですが、他に得られることも多く、人

間として大きく成長させてもらえたと感じていま

す。今、現役時の自分を改善することを考える

なら、もっと発言して討論慣れしておけばよか

ったということです。 

部活引退後は大学院に２年進み、現在では

公務員という職種に就いています。民間企業

でももちろんですが、物事を進めるうえでまず

必要となるのが根拠です。法律の施行に係る

ことであれば法律の条文等を根拠とするわけ

ですが、現役の学生の皆さん、特に部の運営

を行っている最上級生においては、しっかりと

根拠をもって練習などを行ってほしいと思いま

す。根拠をもって練習すれば必ず効果が出る

という保証はありませんが、何が必要だからこ

の期間にこの練習をやるといった計画につい

てはしっかり作って後輩部員に説明し、理解し

てもらわないと認識の違いが生じます。この認

識のずれは人間関係がうまくいかなくなる原因

の１つとなります。また、後輩部員も先輩に対し

て自分の意見を話す際は、なぜそう思うのか

根拠を持たないと、ただ自分の好き勝手に言

っているという印象しか受けません。自分の意
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見を話すことは良いことですが、納得してもら

えるような根拠も併せて考えてください。 

自分の思い通りにいかず、苦しい時こそ、根

拠に立ち返ることが重要だと思います。時とし

て、一人で考えても解決しないこともあります。

その時は遠慮なく同期等に相談し、別の意見

をもらうことも必要です。臨機応変に対応してく

ださい。 

私は現在、月に数回バドミントンをしている

状況です。現役の学生と対等に打ち合いがで

きるレベルではないのですが、私なりにできる

ことは部に還元できればと考えております。今

後も伝統ある塾バドミントン部が、素晴らしい成

績の達成と人材の輩出ができることを心より願

っております。 

 

 

 

 

現役時代の思い出、４年間を振り返って、卒業後の生活や近況 

平成 20年卒 高橋 明子  

 

はじめに、慶應義塾体育会バドミントン部が

創立７０周年を迎えます事を心よりお慶び申し

上げます。また、多くの偉大なる先輩方が築き

上げ、受け継いできたバドミントン部の７０年の

歴史の１ページに名を刻み寄稿できます事を

光栄に思います。 

私は２００４年４月に体育会バドミントン部に

入部しました。入部したきっかけは、前年の秋

季リーグ戦の応援に行った時、圧倒的な強さ

で勝利する野村由貴子先輩との出会いでした。

今までに見たことのないフットワーク、速いスマ

ッシュ、エンドラインぎりぎりに落ちるクリア、回

転するヘアピン、野村先輩がコート上で繰り広

げる全ての動きに当時女子高生であった私は

一瞬で心が奪われ、「野村先輩のように強くな

りたい、リーグ戦に出場して勝ちたい」その一

心で入部を決めました。しかし、入部当初女子

部員は私１人でしたので、リーグ戦は同好会の

方々に協力して頂いてやっと出場できる状況、

男子との練習について行けず体調を崩すこと

もありました。２年生になると、心強い後輩、和

栗・藤原の２人が入部し、念願の女子部復活

を遂げることとなりました。 

体育会バドミントン部の４年間の活動で学ん

だことは、一致団結の重要性です。私は女子

部最上級生として、部員が増える喜びと同時

に、部員各人の意識を高く維持するための環

境作りに悩みました。バドミントンは個人競技

ですが、リーグ戦や団体戦ではチームの結束

力が試合を大きく左右します。レギュラーメン

バーだけではなくチーム全員が同じ目標に向

かって一致団結すると、より大きな力を発揮す

ることができる、そのことを和栗や藤原と共に、

常に後輩たちに伝えてきたつもりです。３年の

秋季リーグ戦で４部に降格し、「３部復帰」とい

う目標を掲げて部員全員が一致団結したこと

で結束力が生まれ、結果につながったと自負

しております。 
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現役時代は慶應義塾の代表として試合に

出場しているため、もちろん勝つことが求めら

れました。私自身、負けず嫌いの性格であるた

め勝ちたいという気持ちは人一倍強く、惨敗す

ると号泣し落胆しました。リーグ戦でなかなか

勝つことができず、チームに貢献できなくて自

信喪失していた２年生の秋、当時の部長・関場

武先生に激励のお言葉を頂いた事を今でもは

っきり覚えています。「勝ち負けではない。勝

つことができずにめげることはない。焦らず練

習し努力すれば必ず報われる時が来る。」とい

う先生のお言葉は、引退するまで心の支えで

した。 

もう一つの心の支えは「仲間」の存在でした。

目標を掲げチームの先頭に立ち引っ張って下

さった先輩方、入部してから引退する日までど

んな時も支え合った同期、頼りない私に付いて

きてくれた後輩たちは、大切な仲間であり宝物

です。この仲間のおかげで４年間、頑張る事が

できたと改めて思っています。 

今、私は慶應義塾大学病院で小さな頃から

の夢であった看護師として働いています。勤務

中は腰を掛ける時間がほとんど無く、忙しい時

は休憩を取る事ができません。患者さんからの

ナースコールがあれば急いで病室に向かい、

時には悲しいお別れもあります。体力的にも精

神的にも決して楽な仕事ではなく、自分で選

んだ道とはいえ多忙な毎日が続くと挫けそうに

なります。そんな時は、体育会バドミントン部で

過ごした４年間と、大好きな仲間たちを思い出

します。楽しかったことや嬉しかったこと、辛か

ったことや悲しかったこと、４年間本当に多くの

経験をしました。私には楽しい時間を過ごした

たくさんの仲間がいて、辛いことも乗り越えるこ

とが出来た、だからこれからどんな試練にぶつ

かってもまた乗り越えることができるという自信

につながっています。体育会バドミントン部で

の４年間の経験はかけがえのないものであり、

今の私の活力となっています。 

このように多くの経験が出来たのも、現在の

自分が存在するのも、体育会バドミントン部に

関わる全ての方々のおかげです。現役時代に

直接指導して下さり、試合会場にいらして叱咤

激励して下さった先輩方、遠くから応援やご支

援を下さった関係者の皆様、そして現役時代

の仲間たちにこの場をお借りして心より感謝申

し上げます。 

今度は自分が現役部員の力になる番です

が、なかなか試合の応援や日吉に顔を出すこ 

とができず申し訳なく思っております。しかし、

いつも体育会バドミントン部の事を想い現役部

員を応援しています。現役部員の試合結果報

告や部員日記リレー、五月女監督の総括、高

井先輩の写真、関場先生の素敵なジョーク…

いつも楽しみに拝見しています。現役部員の

これからの益々の活躍と部の発展を心よりお

祈り申し上げます。 

最後に、今回７０周年部誌編集委員の皆様

をはじめ、部誌の発行に御尽力頂きました関

係者の皆様に厚く御礼申し上げます。 
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大学４年間を振り返って 

平成 21年卒 光井 翔  

 

振り返りを書かかせていただくにあたり、大

学を卒業してから早くも 3 年間が過ぎていると

いう事実に驚きを隠せません。そんな今でも、

大学 4 年間のあまりに濃かった時間はしっかり

と頭に焼き付いています。 

「３部昇格を目指し続けた４部での奮闘時代」、

「念願の３部への昇格」、「３部優勝を目指した

挑戦の時代」、幸運にもこの全てに当事者の

一人として関わることができたのは、私の代だ

けではないでしょうか。思い返すと、この一つ

一つの時代全てに、ドラマがあり、感動があり

ました。 

 

「３部昇格を目指し続けた４部での奮闘時代」 

努力しても努力してもなかなか結果につながら

ず、何度も悔しい思いをした印象が強く残って

います。練習量の増加、練習方法の工夫、応

援の方法など当時の自分たちなりに考え、チ

ームが勝つための道を必死で模索しました。ま

だまだ思いの至らない部分は多かったですが、

先輩方の取り組む姿勢を見習い、「チームで

戦う」ことを強く意識するようになっていました。

（加えて、毎晩のようにバドミントンのこと（？）を

議論しあって先輩方と飲んだことが、最高の思

い出となっています。） 

 

「念願の３部への昇格」 

全勝優勝しよう！という当時の主将の言葉に

胸を打たれる思いがしました。４部で優勝する

ためではなく、３部で戦うための準備をすると

いう１人１人の意識の変化がチームの変化に

つながった気がします。３部昇格をかけた入れ

替え戦では、その場にいる全員で戦っていると

いうものすごい一体感とそれが自分の力にな

っているという不思議な感覚を感じていました。

「チームで戦っている実感」と「目標を達成した
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ときに初めて得られる喜び」を経験することの

出来た１年間でした。（加えて、毎晩のようにバ

ドミントンのこと（？）を議論しあって先輩方と飲

んだことが、最高の思い出となっています。） 

 

「３部でさらに上を目指した挑戦の時代」 

最上級生となり、組織をまとめ、動かすことの

難しさを実感し続けました。私自身が部で学ぶ

ことのできた「チームで戦うことの充実感」「大き

な目標を達成することの喜び」を後輩にも経験

してほしいと思い、「本気」というスローガンの

下、３部優勝という大きな目標を立て、あえて

挑み続けました。どこまで思いを伝えることが

できたかは定かではありませんが、その中で、

チームを動かすとは、チーム員 1人１人に思い

を伝えることであり、コミュニケーションをとって

思いを共有していくことの重要性を学ぶことが

でき、これは社会に出た今も役立っていると感

じます。 

自分の「チームをまとめる」という初めての経

験と向上心・「皆を本気にし、３部優勝」という

目標に挑戦し続けたまさに挑戦の１年でありま

した。（加えて、毎晩のようにバドミントンのこと

（？）を議論しあって同期、後輩と飲んだことが、

最高の思い出となっています。） 

４年間という限られた時間の中で、いろいろ

なことを経験し学ぶことが出来たこと、そのなか

でかけがえのない仲間と巡り合えたことに感謝

し、バドミントン部の一員となれてよかったなと、

改めて振り返ります。   

                       以 上 

 

 

 

 

社会人になって感じる、バドミントン部で続けて来て良かったこと 

平成 21年卒 山口 悦伺  

 

まず、この 70 周年記念部誌に対して文章を

記載させていただくにあたり、誰にどのような目

的で文章を書くのかということを考えた。自分

の現役時代の振返りとしての文章は、卒業前

の’08 年活動報告のレポートに書かせていた

だいたので、悩んだ末に今回は現役部員の皆

様に向けて、「社会人になった今だから感じる、

バドミントン部で続けて来て良かったこと」という

テーマで書くことにする。この場を借りて現役

に伝えたい想いはたくさんあるが、卒業後３年

超も部から離れたＯＢという立場を踏まえて、

「先輩達は『バドミントン部での経験が社会人

になって活きる』と良く言うけれど、具体的にど

んな経験なんだろう」ということについて、現在

私なりに特に感じていることを書く次第である。 

まず、「バドミントン」「部（組織）」「自分自身」

について、４年間「本気で考えた」ことが、役に

たっていると思う。ここで言う「本気で考える」と

いうことは、自分の意見に固執して深く掘り下

げることではない。自分の考えていることが本

当に正しいのか、一人よがりになっていないの

か、人の心を動かすことができるのか、疑うこと



95 

 

だ。思い返すと１年生の時「この練習よりあの

練習が良い。なぜなら自分はこう思うから。」と、

よく考えていたが、それは自分の高校時代の

体験に基づいた非常に思い上がった考えであ

り、当時の最上級生の考えや想いに対して思

慮の欠けていたと思う。その傲慢を五月女監

督や先輩方に注意していただいたことを本当

に感謝している。社会人になって感じることとし

て、「周囲は自分を注意してくれない」というこ

とがある。わざわざ労力をかけて他人を注意す

る人は少ない。だからこそ、自分で自分を律し

て見つめなおす心がないと、歪んでいってしま

うと思う。私も未熟ながらこのようなことを書くの

も恥ずかしいが、自律して考える基礎をバドミ

ントン部で教えていただいたと感じている。 

次に、「言い訳しないこと」「黙って努力する

こと」「背中で魅せること」の必要性に気付いた

ことが役にたっていると思う。これは主に同期

の光井や前田、そして偉大な先輩方から学ん

だことである。そして恥ずかしながら現役中は

全くできなかった点である。例えば私は「今日

は足が痛くて・・・」とか、「昨日寝不足だったん

だよね・・・」等、言い訳が絶えなかった。しかし、

最終学年になって、特に主将の光井がどんな

にひどい怪我をしていても、それを周囲に伝え

ずにチームを引っ張っていく姿が頼もしく羨ま

しく感じ、社会人になってからは何があっても

言い訳をしないように努めている。そして、まだ

まだではあるが、次回以降同じ失敗を繰り返さ

ないように「黙って努力して」「背中で魅せられ

るように」しているつもりである。その方が何より

「かっこいい」ということを現役中に感じられた

のだと思う。 

最後に、役立つということとは少し違うが、

「かけがえのない仲間」を得たことである。自分

は本当に仲間に恵まれた。世代を超えた交流

が今でも継続しており、卒業３年は経過したが、

先輩方や後輩も含めた同期と年に数回集まる

機会がある。光井と前田とは何かの理由につ

け年に１０回は会っているし、特に用事もない

のに電話をする仲である。それぞれ別の人生

を歩んでいるが、何かあれば助けあうし相談で

きる、そんな仲間を得られたことが何よりも貴重

なバドミントン部での経験であったと思う。 

上記のとおり、筆の進むままに書いたので

認識違い等、目につく点も多々あるのではな

いかと思うが、私の純粋な想いとしては、現役

部員にこの部で大いに悩み、自分を成長させ

て、素敵な仲間を得てほしいということに尽きる。

良い４年間にしてください。 
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現役時代を振り返って 

平成 21年卒 前田賢志  

 

体育会バドミントンを卒業してから早くも 3年

が過ぎようとしている。私が 4 年生時に 1 年生

であったメンバーも最上級生、そして卒業を迎

えることになり、少し寂しさと同時に時がたつの

は早いものだなと感じている。自分たちが関わ

った時代が終わり、新しい時代がやってくると

でも言おうか。がむしゃらにチームの目標に向

かって頑張っている後輩たちを見て、自分た

ちが現役だった頃を懐かしく思うことが多くなっ

た。 

 今思うと、現役時は苦しかったことももちろん

あるが、楽しかったことの方がはるかに多い。

ほぼ毎日バドミントンの練習に明け暮れ、少し

授業に行き、夜は先輩、同期、後輩たちと飲む

という単純なサイクルで大学生活は成り立って

いた。普通の大学生活では考えられないほど

の長い時間を先輩、同期、後輩たちと共有し、

1～3年春時は 3部昇格、3年秋～卒業までは

3部上位あるいは 2部昇格という目標に向かっ

て本気で取り組んでいた。その結果、3 部昇格

という場に立ち会えたこと、自身のこととして、3

部リーグで勝利を挙げられたことは本当に素

晴らしい経験をさせてもらったと思っている。言

葉で表すのは難しいが、リーグ戦や早慶戦に

対して、チームがまとまり、徐々に熱いものがこ

み上げてくるあの高揚感は社会人となった今、

なかなか味わうことができない貴重な体験とな

っている。 

この部に在籍し、得たものは数多くあるが、

一番成長したのは考え方かもしれない。「試合

とは自分が積み上げてきたものを表す作品で

ある」、「1/100の積み上げで早稲田を倒す」

等々。五月女監督をはじめとする多くの先輩

方から、多くの新しい物事の捉え方、考え方を

教えていただいた。果たして自らが考えに至る

としたら一体何十年かかることやらと思ってしま

う（笑）。こうした考え方の積み上げたものが表

れたのが、今思うと 4年生の最後のリーグ戦だ

ったように思う。私自身、これまでメンバーチェ

ンジでの出場経験はあるがスターティングメン

バーとしてリーグ戦に臨んだことはない、後輩

との実力も伯仲である、自分が出場したとして

も次代にはつながらないといった状況下にあ

った。個人としてはリーグ戦に出場したいもの

の、チームのことを思えば、実力が伯仲である

ならば、後輩を出場させたいといったところだ

ろうか。当初はとても複雑な気持ちであったが、

夏季の練習が進むにつれ、なぜかはわからな

いが自然と「後輩達の壁になる」、「リーグに出
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たかったら俺を倒してみろ」という考えに変わっ

ていた。こうした考え・姿勢が自身も奮い立た

せたのか最後のリーグ戦で 5試合シングルス

出場の機会をもらうことができた。結果を見れ

ば 1勝 4敗であったが、この 1勝は自身にとっ

てかけがえのない 1勝である。応援にも背中を

押してもらい、自分の体が自分の体ではないよ

うな感覚であり、4年間積み重ねたことが自然

と試合で出せた、そんな不思議なそしてバドミ

ントンをやってきて一番の試合であった。考え

方で結果は変わるんだ！という体験をした瞬

間でもあった。 

 こうした体験から得たことというのは社会人に

なった今にも活きている。私は今、24 時間 365

日安定した通信網の運用に努める部署に所

属しているが、昨年には、東日本大震災や和

歌山、奈良等で猛威をふるった台風 12 号、台

風 15 号で多くのお客様に多くのエリアでサー

ビスが提供できない状態に陥る等、多くの難し

い対応を迫られる場面に直面したりもした。そ

うした状況下では何を考えて行動していかな

ければならないのか、考え方を積み上げてい

るところである。 

慶應義塾体育会バドミントン部は、多くの学

ぶ機会を与えてもらい、成長の場を与えてくれ

るところであった。これからはいち OB として、

受けた恩恵を少しでもバドミントン部に還元で

きるよう、練習に、イベントに参加したいと考え

ている。 

 

 

 ４年間の思い出 

平成 21年卒 藤原 めぐみ  

 

卒業してから３年。慶應義塾体育会バドミン

トン部で過ごした日々を今でも鮮明に覚えてい

る。 

私が入部した 2005 年、当時は部員数が今

より少なく、女子部員はリーグ出場ぎりぎりの人

数だった。そんな状況だったことから、１年の

春リーグから４年の秋まで単複で出場させてい

ただいた。 

私は大学でバドミントンを続けようと思ってい

たわけではなかったので、入部をとても迷って

いたが、初めてリーグ戦に出場して純粋に“バ

ドミントンが楽しい”“またやりたい”という感情を

抱き、入部を決めた。そんなきっかけともなっ

たリーグ戦はやはり特別な試合だった。毎年

春・秋の年に２回、単複で一回１０試合とすると

４年間で８０試合（入れ替え戦を入れると実際

はもっとだが）、大学で行なった試合のほとん

どはリーグ戦が占めていたことになる。 

しかし、それ以上に年１回行われる慶早戦

は自分にとって大きかった。まず、その試合に

かける先輩方の想いや試合前の部の雰囲気、

選考試合など日に日に緊張感が高まっていく。

入部してから様々な機会で OB・OG の方々と

お会いする機会があり、私はその度に慶應の

歴史や部の伝統を重んじる雰囲気を肌で感じ

ていたが、慶早戦でより一層強く感じられた。

そんな緊張感の中、試合が始まったが結果は

実にあっけないものだった。そして、慶早戦を

終えると最上級生である４年生が引退する。ま

た、一年新たな歴史が刻まれていく。 

それから２年後、私が３年生の時、慶早戦を

終えると自分が最上級生となる一年が始まっ
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た。同期の主将光井は“本気”をテーマとして

掲げた。そして、光井主将のもと新しいチーム

としてスタートしたが、部を運営する立場とはこ

んなに大変なものかと自分が最上級生になっ

て初めてわかった。同期とは数え切れないくら

いミーティングを繰り返し、練習に対してもチー

ムについても本気で考え、がむしゃらに一年

間取り組めたと思う。だからこそ最後の慶早戦

はやはり特別なものだった。私は大学に入っ

てから最後まで実績を出すことができなかった

ので、とにかく勝ちたいという強い想いを持っ

て臨んだ。しかし、結果は女子０－５で完敗。

中には惜しい試合もあったが、自分の単複２

試合に関しては、惜しいとは到底言えない試

合内容だった。ただ、一つ確実に言えることは、

“自分の持っているショット、戦略、力を全て出

し尽くした”ということ。試合直後はやはり悔し

い気持ちが強かったが、自分の持っている力

を出し切って負けた、それに悔いはないと思っ

た。 

最後の一年間は大変だったが、同期の存在が

刺激になっていたと思う。支えながらもお互い

に刺激しあえる中だった。卒業した今でも大切

な仲間である。リーグ戦や試合の度に感じてい

たことが、慶應の OB・OG の数が他大学より圧

倒的に多いということ。この、縦・横のつながり

がいつまでも続いて欲しいと願うと同時にその

一員となれたことを大変嬉しく思う。 
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４年間部活動を続けて 

平成 21年卒 和栗 恵  

 

体育会バドミントン部に入部をすることにな

ったのは、確か高校 3年生の時、本出さんと高

橋明子さんに誘っていただいた時のことだった

と記憶しています。当時は、体育会には入らな

いつもりで、春季リーグ戦の出場だけを約束し

て練習に参加しました。最終的には、散々な

戦績で終わった悔しさや、バドミントンが好きだ

という気持ちから入部を決めました。試合まで

連れて行けば、和栗なら入部するだろうと思わ

れていたようですが、まさにその通りでした。 

入部を決めた後にやってきたのは、「1年後

には 3部で勝てるようにならなければならない」

というプレッシャーでした。かといって方法も分

からず、具体的な目標が定まらないまま練習を

していくうちに、自分がこのチームで勝たなけ

ればいけない理由、このまま部活を続けていく

ことの意味を見出せず、なかなか練習に身が

入りませんでした。そして 2年の秋には「4部降

格」となりました。今から考えると、なんて勿体

ない時間を過ごしてしまったのかと思います。

ただ、私にとって、「3部で勝てる選手になる」

よりも「4部のエースに勝つ」ほうがより具体的

で、姿の見える目標となり、たどり着くまでの階

段が見えたような気がしました。そして降格か

ら 1年、3年生の秋のリーグ戦で 3部復帰を果

たすことができました。 

 3 部復帰を果たし、気づいたことがありました。

結局は「気の持ち様」だということです。入部し

たばかりのとき、「3部で勝て」「早稲田に勝て」

なんて、なんて無理難題を吹っ掛けてくるのだ

ろうと思いました。しかし無理難題だと思うから

無理なのであって、それまでの道筋を立てて

みれば決して無理ではないのだと思います。

道筋を立てる努力を怠ってきただけなのだと。

周囲には、助言を下さる先輩や、手伝って、支

えてくれる同期や後輩がたくさんいる。恵まれ

た環境にあったにも関わらず、内に閉じこもり、

自分に課すべき課題に正面から向き合ってこ

なかったのだと気付きました。 

 それからの１年間は、本当に充実した時間を

過ごすことができました。思い起こせばきりがあ

りません。最後の試合となる早慶戦では、早稲

田の選手を相手にほとんど歯が立ちませんで

したが、何とかやりきったという思いと、これま

で支えて下さった先輩方や家族、同期を始め

とした仲間たちへの感謝の気持ちでいっぱい

になりました。4年間をバドミントン部で過ごし、

このような気持ちになれたこと、貴重な経験を

させていただいたこと、本当にありがたく思いま

す。 

 今年で社会人となって 4 年目になります。学

生時代にお世話になったお返しをするとともに、

現役部員がより充実した学生生活を過ごせる

ように、微力ではありますが尽くしていきたいと

思っております。そして、今までこうして続いて

きたであろうバドミントン部 70 年の歴史の一部

に加わることができて、光栄に思います。これ

からも、バドミントン部が益々活躍、発展するこ

とを祈り、70年記念部誌の寄稿とさせていただ

きます。 
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鹿島の合宿にて 同期と 

 

 

四年間の体育会生活を振り返って 

平成 22年卒 渋谷 康太  

 

有難いことにこうして自分の４年間を振り返

る機会をいただきましたが本当にたくさんの想

い出が蘇ってくるものです。挙げれば切りがあ

りませんがいくつかこの場を借りてお話させて

いただきたいと思います。 

 

・バドミントン部への入部を決意 

１年間の浪人生活を経て晴れて慶應義塾の

門を叩くこととなった私は、どんな華やかなキャ

ンパスライフを送ってやろうかと胸躍らせてい

たのも束の間、ひょんなことからバドミントン部

を見学することとなりました。当初は誰が好き

好んでこんなむさ苦しい男達に囲まれてバドミ

ントンをしなくてはならんのだと正直なところ思

っておりましたが、あることをきっかけに入部を

決意するに至りました。それは何と言ってもリ

ーグ観戦です。先輩たちの一勝一球にかける

想いがびしびし伝わってくるのを肌で感じ、い

つの間にか自分もあのコートに立ちたい、自分

が試合に出て慶應を勝たせてやりたい、そう思

わされていました。 

 

・慶應 3部リーグ昇格 

H20卒手塚元主将の頃にリーグ戦 3部昇格

を果たしました。これは私の体育会生活の中

でも外せない出来事で、今でも尊敬する手塚

先輩のリーダーシップのもと濃密な１年間を過

ごさせてもらいました。この時はまさにチームが

一丸となっていました。上級生が本気で目標

を達成したいという想いがチーム全体に伝播し

ていたように思います。この 1 年で組織が持つ

パワーというものを学びました。 

 

・主将としての１年 

本当に濃密な１年間でした。目標を達成す

るまでの道筋を考えチームの皆に示すこと、組

織のベクトルを１つに合わせること、自分たち

が立てた目標に本気で向き合うこと、仲間を信
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じ頼ること、自分自身が強くなること、難しいこ

とばかりでした。ただはっきりしているのはこれ

から歩んでいく人生において必要になってくる

考え方が最後の主将としての１年間に凝縮さ

れていたということです。貴重な経験をさせて

いただいたことを今でも大変感謝しておりま

す。 

 

つらつら取り留めもなく想い出を綴ってまい

りましたが、元来体育会というものは結果を残

すことが何より大切なことであると思っています。

私自身、その点において貢献できなかったこと

が今でも大変心苦しく、それだけに身勝手な

のは承知ですが現役諸君、未来の後輩たちの

活躍を願ってやみません。 

名古屋の地から応援しております。頑張れ慶

應！  

 

 

平成 22年卒 福崎 淳一  

 

慶應義塾体育会バドミントン部創部 70 周年

おめでとうございます．私自身の体育会バドミ

ントン部での 4 年間を振り返ってみて，現役当

時の一番の思い出は 4年生(2009年時)の秋リ

ーグから早慶戦にかけての期間です．秋リー

グ，慶應は 5 位でのスタートとなり，結果として

6位に終わりました．迎えた入れ替え戦では，2

－3 で埼玉大学に敗退し，4 部降格という結果

でした．そのときのチームの志気は完全に下

がり切っていました．しかし，この状態から 1 カ

月後の早慶戦までは，少なくとも次の代からは

前を向いて進めるようにと，4 年生を中心とした

皆がそれぞれの気持ちをがむしゃらに行動に

移した期間であったと思います． 

チームの練習としては，リーグ戦に降格した

からといって今までやってきたことを変えるの

ではなく，ラリーをして勝てるようにする練習を

続けました．クリアーで追い込まれても押し返

す力，相手の鋭い球に対して体勢が崩れても

しっかりと球を返す力をつけるための練習を行

いました．それに加え，4 年生たちはチームを

なんとかするために各々が行動していました．

私は早慶戦までの 1 カ月で理工階段（日吉か

ら矢上に向かうところにある階段）を 100本走る

ことを決めました．当時，主将の渋谷は周りの

人間や後輩たちの気持ちを盛り上げるきっか

けになるかと思い，坊主にする断髪式を開こう

としていました．同期の石岡も記念館の 2 階の

観覧席にある階段（通称：ジャンスタ）を 100 周

するなど，他の 4 年生の同期全員が暗い空気
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を払拭し，次の早慶戦，さらにその次の代へと

気持ちを上昇させるために，チームを動かそう

と必死であったと思います．ただ，私自身もそ

うであったように，これらのことをやることでチー

ムが前向きになることや，次に繋がるきっかけ

になるかどうかというのはわかっていなかったと

思います．しかし，何か自分たちが信念をもっ

て動かなければ現状は変わらないのではない

かという気持ちがあったのだと思います． 

私は，後輩たちを巻き込むことで，チームの

志気を上げるきっかけになればと思い，練習

後に後輩たちに声をかけ，一緒に理工階段を

走ろうとしました．初めは先輩に言われたため

に，誘われた後輩たちは渋々一緒にやってい

る状況でした．しかし，後輩たちも私たちの気

持ちを感じてくれたのか，徐々に能動的な態

度へと変わってきました．早慶戦 2週間前ぐら

いになると，自ら走る後輩もでてきて，私が誘

われる日もあるくらいになりました．さらに，4年

生と同じくらい危機感をもって部活に取り組ん

でいた後輩たちもいました．これらの過程で，

 

現役当時の写真 

早慶戦前のチームの練習では降格したときの

悪い雰囲気はなくなっており，早稲田にくらい

ついて一泡吹かせてやろうという気持ちを持っ

た選手が多かったように感じています． 

早慶戦の結果は，男子は2勝13敗，女子は

1 勝 4 敗でした．例年に比べれば早稲田から

多くポイントを取った年ではありましたが，早稲

田との差を縮める数字ではなかったと思いま

す．しかし，数字には表れていないものの，選

手たちの 1 ラリー1 ラリーをみたときに感じた気

持ちの入ったプレーや，試合に出られない部

員からは，悔しさを押し殺した上で選手を盛り

上げようとする声援や姿勢など，1 ヶ月前のチ

ームとは違ったチームであったと思います．正

直なところ自分自身の試合の記憶はあまり残

っていないのですが，ベンチや戦っている選

手をみたときに，このチームでやってきて良か

ったと感じたことは覚えています．そして，早慶

戦が終わった後には五月女監督からも良い試

合が多かったという言葉を頂きました．ただ，

同時に「ある 1 日が良くても良いチームだとは

言えない」という言葉も頂きました．私は，早慶

戦の内容はそれまでの 1ヶ月があったからこそ

実現できたものだと思っています．早慶戦まで

のパワーを，私を含めた全員がもっと前から出

すことができていれば，リーグ戦での結果も変

わったかもしれません．それができなかったか

 

現役の試合観戦に行った際の写真 
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ら降格という結果になったのですが，やればで

きる力があることを感じられたのは大きな経験

や糧になったと思います．これからの生活では

その経験から感じたことは吸収し，できなかっ

たことは改善していかなければなりません．そ

して，この経験は後輩たちに伝えていきたいと

思います．  

現在は，体育会バドミントン部を卒業して大

学院で研究生活を送っています．そこでは，ど

う考えてもわからない問題にぶつかって，どう

しようにもうまくいかないことが多々あります．そ

んな状況でも，もがいて，あがいていればふと

解決策が思いつき，うまくいくこともあったりしま

す．こんなとき私は，現役当時の経験があった

からこそ，このように問題にぶつかっても解決

策を模索することができているのではないかと

感じています． 

私にとって体育会バドミントン部はバドミント

ンだけでなく対人関係や部の運営など色々な

面で切磋琢磨できる場所であると同時に，失

敗し苦しむことを体験できる部でした．その体

験があったからこそ嬉しかった思い出がありま

す．これから社会にでるともっと大きな問題に

ぶつかることもあると思いますが，この経験は

絶対に生きてくると信じて行動していきたいで

す．そして，これからも慶應義塾の発展とバドミ

ントン部の発展をお祈りするとともに，微力なが

ら支えていきます． 

 

 

平成 22年卒 中嶌 優  

 

 私は高校からバドミントンを始め、三年間打

ち込んでおりました。結果としては悔いが残る

ことなく全部出し切ったとも思えましたし、成績

としても満足のいくものでございました。そして

何より部活が本当に楽しかったためバドミント

ンが心から好きになっておりました。しかしそれ

と同時にこのチーム以外ではやろうとも思って

いなかったため卒業をしてからは、バドミントン

を大学でやりたい事の選択肢には入れており

ませんでした。しかし高校時代の監督と慶應体

育会バドミントン部の茂木コーチが早慶の同期

という繋がりから、春合宿に参加させて頂いた

事がございました。これが初めての参加であり、

感想は予想以上にやりたいプレーが出来ず、

体力が厳しいということもありましたが、その反

面皆が本気で練習に取り組む姿勢、仲の良い

チームメンバー、社会人のＯＢ・ＯＧの方々と

のつながりの深さにとても魅力を感じたことを

覚えております。そして久しぶりにバドミントン

をした楽しみも強く感じました。 

 入学をしてからはサークル等も少し見て回り

ましたが、合宿の印象がとても強かった事とバ

ドミントンが好きな気持ちが強かったため入部

を決めさせて頂きました。最初の頃は正直に

申しまして練習の頻度が多いと感じ、大学生

活これでいいのかと悩んだ時期もありました。

しかし日々の練習・合宿、リーグ戦・早慶戦で

本気でプレイする選手・本気で応援するチー

ムメイト・支援して下さるＯＢ・ＯＧの方々を見て

いくうちにそのようなつまらない考えは気付か

ないうちに消えており、レギュラーになりたい・

試合で勝ちたいという考えに変わっておりまし

た。 

 そのような数多くの経験の中、私が特に印象

に残っているのは二年生の時の三部昇格戦・

三年生の時の秋季リーグ戦・四年生の時の四
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部降格戦・早慶戦です。一つ目の三部昇格戦

では全員が同じ方向を向き、これ以上ないチ

ームワークを感じ、完璧だと思われるリーグ戦

であり、心底すごいチームだと感じました。二

つ目の秋季リーグ戦は、私が初めてスタメンと

して出場した試合であり、プレッシャーは感じ

ましたがバドミントンを、そして団体戦を一番楽

しめたリーグ戦でした。三つ目の四部降格戦

は私達が最上級生の時の最後のリーグ戦であ

り、私は勝たなければいけなかったダブルスで

負け四部に降格してしまいました。この瞬間が

大学四年間で一番悔しい思い出です。四つ目

の最後の早慶戦は、唯一早慶戦で勝利を挙

げることが出来た試合でした。同期・後輩、たく

さんのＯＢ・ＯＧの方々から祝福の言葉を頂くこ

とができた時の嬉しい気持ちは一生忘れない

と思います。 

 最後になりますが、今回の機会で四年間を

思い出してみたところ、悩んだ事も楽しかった

事も迷惑をかけてしまった事も書ききれない程

たくさんありました。私は心からこの部に入部し

て良かったと感じておりますし、もう一度部活を

やりたいとも感じております。このような気持ち

になれたのも常日頃から皆様が支えて下さっ

たおかげだと感じております。本当にありがとう

ございました。 

 

 

 

4年間の感謝を込めて 

平成 22年卒 森本 修介 

 

私が入部した年は一気に新入部員が増え、

活気が出てきた年でした。私は入学前の春合

宿に参加させてもらい、先輩方の練習に必死

についていったのを今でも覚えています。先

輩部員が少なかったこともあり、一人ひとりの

先輩方の存在感は大きく、当時の 4 年生、広

田主将、小池先輩、小粥先輩をはじめ、全て

の先輩方にお世話になりました。2年時には大

勢のOBOGの声援を受けて、3部昇格を果た

すことができたことは今でも良い思い出です。

リーグ戦や早慶戦には祖父母に近い年齢の

先輩方も応援に駆けつけて下さり、改めて伝

統ある素晴らしい部に入部したと嬉しく思った

ものです。 

私がバドミントン部に入部した理由は二つ。

「バドミントンが好きだから」、そして「このままで

は終われない、自分はまだまだ上手くなれる」

という思いがありました。中学から始めたバドミ
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ントンですが、高校まで努力してもジュニアに

追いつくことはありませんでした。大学では「リ

ーグ戦に出て高校時代に勝つことができなか

ったジュニアに勝つ」という目標を持って練習

に励みました。そして大学 2 年のリーグ戦でイ

ンターハイ出場選手に勝った時、ようやくその

目標が叶ったのです。小泉信三先生の「練習

ハ不可能ヲ可能ニス」を実感できた瞬間でもあ

りました。 

一方、怪我や病気で辛い時もありました。学

業との両立を追及するあまり常に時間に追わ

れ余裕が無く、気合で乗り切ろうと思っても体

は正直でした。特に、名古屋、北海道、仙台で

の大会など遠征では怪我と病気に泣かされ満

足の行く結果を残すことができませんでした。

辛い遠征でしたが、仲間と寝食を共にするの

は楽しいものでした。名古屋では坂根先輩の

ご実家に泊めて頂き、また、熱海の慰労会で

は徳用先輩の法悦旅館にお世話になりまし

た。 

バドミントン部と学業だけでも大変でしたが、

大学 2 年の夏、私のもう一つの目標である交

換留学を実現する為に五月女監督と手塚主

将に申し出ました。練習と学業に加え、留学試

験の準備が加わり多忙を極めましたが、人は

明確な目標を持つと、自分の思っている以上

に頑張れるものなのかも知れません。翌年（3

年の夏）、念願が叶ってカリフォルニア大学ア

ーバイン校への交換留学を実現しました。この

時、光井主将をはじめ、皆が温かく送り出して

下さったことは今でも忘れません。また 4 年の

夏に帰国した時も、同期や後輩達に温かく迎

え入れてもらいました。最後の早慶戦では気

合いを入れて臨み、ダブルスでは同期の中嶌

と組んで、単複ともに勝利を収めることができま

した。 

本当に充実した 4年間でした。辛い時もあり

ましたが、やめなくて良かった！留学先のカリ

フォルニア大学やパデュー大学でもバドミント

ンを通してすぐに沢山の仲間ができました。バ

ドミントンのお陰で学業や留学生活も一層充

実したものとなったのです。 

大学院生となってからの 2年間はコーチとし

て部に関わることができました。コーチとして記

念館に足を運ぶと、現役の頃とはまた違った

感覚になりました。私も沢山の方々の指導やア

ドバイスで頑張ることができたのだと思うと、自

然と先輩方への感謝の気持ちが強くなり、後

輩の指導にも力が入りました。 

4 月にはいよいよ社会人となりますが、これ

からもバドミントンを通じて多くの人との出会い

を大切にしたいと考えています。そして慶應体

育会バドミントン部の OB としての誇りを持ち、

社会に貢献できるよう頑張りたいと思っていま

す。できるだけリーグ戦や早慶戦の応援に駆

けつけ、先輩や仲間、部員の皆さんにお会い
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できるのを楽しみにしています。最後に、これ

までにご指導下さった多くの先輩方、また、ど

んな時も支え続けてくれた両親に心から感謝

します。 

 

 

平成 22年卒 石岡 陽平  

 

慶應義塾体育会バドミントン部での４年間を

振り返り、この部で良かったと思えた点につい

て３つ記そうと思う。 

１つ目は、強くなるための練習環境が整って

いることである。毎日使用可能な日吉記念館、

ランニングには最適な川沿い、ダッシュに適し

ている理工階段、充実したトレーニングルーム。

コートの手配に困り、様々なスポーツセンター

を転々としなければならない大学とは異なり、

すばらしい環境・設備の中、バドミントンに集中

することができた。 

２つ目は、OB・OGの方々の支援が素晴らし

いということである。現役同士でバドミントンを

するのは当然。現役の中でお金を出し合うの

は当然。しかし、慶應の体育会はバドミントン

部に限らず OB・OG の方々の支援が手厚い。

お金の援助もあるが、練習面でのサポート体

制もしっかりしている。OB・OG がシャトル拾い
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の手伝いをしている部活はこの部以外にない

と思う。OB が現役のために出来る限り時間を

割き、記念館に足を運び、シャトル拾いをして

いる。それだけ現役に勝って欲しい、一つでも

上に行って欲しいと願っているのだ。このよう

に現役のみならず、OB・OGの方々まで一体と

なっている部活はあまりないと思うし、そのよう

な部に所属していたことが幸せであったのだと

感じている。 

３つ目は、一生仲良くするであろう仲間と出

会えたことである。高校時代にインターハイに

出場した人、県大会で活躍していた人、そして

私のように全くの無名の人まで様々な選手が

いた。そのような環境の中で、日々バドミントン

について語り、練習について話し合い、コート

内では切磋琢磨し競い合った。真剣に考えて

いるからこそ、時にはぶつかり合うこともあった

が、良好な関係を築くことができたと思う。また、

特にこの部の特徴として良いところであり、少し

悪いところでもあるが先輩・後輩関係なく、仲

が良いことだ。上下関係はあるものの、練習が

終われば一緒に食事をしたり、飲みに行ったり

した。バドミントンの話だけではなく、最近の悩

みや恋愛事情など…。バドミントンの練習は厳

しいながらも楽しかったが、練習後の食事の方

が非常に楽しかった。また明日頑張ろうという

気持ちにもなることができたし、親交も深めるこ

とができた。学生時代が終わり、社会人になり

振り返った時に、このまま老後になっても付き

合う友人は何人ぐらいいるのであろうと考えた

が、数人だと思う。その中の大半が体育会バド

ミントン部で出会った人である。今後は今以上

に会えなくなると思うが、自分の財産なので大

切にしていきたいと思う。 

 

 

バドミントン部員としての 4年間 

平成 22年卒 中津 哲彦  

 

大学に入ったものの特にやりたいこともなく、

ふらふらしていたが、どうせなら少しだけ経験

のあるバドミントンを真面目にやってみるのも

いいかもしれないと思い、バドミントン部の練習

を見学しにいった。4 月の末頃だったかと記憶

しているが、特に事前の連絡もなく、いきなり訪

問した私を温かく迎えてくれた先輩方の姿が

印象に残っている。自分がまだどうするのか迷

っているという話をすると、リーグ戦を見に来る

ようにと誘ってくれた。リーグ戦はバドミントン部

にとって大きな目標の 1 つであり、そこに向か

って真剣に取り組んでいる姿に共感できるなら

入ってみる価値はあるといわれた。リーグ戦当

日、見学に行ってみると、チーム一丸となって

戦う姿を見ることができた。出ている選手はも

ちろんのこと、ベンチメンバー・ギャラリーも含

めて、慶應バドミントン部全体が一体となり戦っ

ている姿を見ることができた。バドミントンを部

活動としてやったことはなかった私にとってこ

のような環境はとても新鮮なものであり、とても

魅力的に見えたことを覚えている。 

入部当初は、練習についていけず、ただつ

らいばかりで自分の成長を実感する機会もあ

まりなかった。技術的にも体力的にも同期と比

べて劣っており、同期に差をつけられるばかり

だという思いもあった。そんな中、私がバドミン

トン部員として果たした役割の中で大きなもの

は、マネージャーだったかもしれない。2 年生
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の夏頃、当時マネージャーだった吉永先輩か

ら声をかけられ、マネージャー候補に挙がって

いるという話を聞いた。当時、プレーヤーとして

活躍する機会もなく、部員としてチームに貢献

できているという実感を持っていなかった私は、

自分が貢献する道が与えられたことをうれしく

思い、引き受けることにした。 

早慶戦に向けてパンフレットの作成や広告

回収などを行い、それまで自分が経験してい

なかったことが経験できたと同時に、自分がし

たことによってチームに影響を与えることがで

きている実感を得ることもできた。今から振り返

ってみれば、周囲の人に迷惑ばかりかけてい

たかもしれないが、自分がチームの一員として

確かに役割を果たすことができているという感

覚はとても大事なものだったように思う。 

プレーヤーとしてのもっとも強く印象に残っ

ている思い出は、最後の早慶戦である。後にも

先にもあれほど緊張し、あれほど楽しむことの

できた試合はなかった。当時、マネージャーと

して部に貢献することはできていたものの、や

はりバドミントン部員である以上、バドミントンで

結果を残したかった。それまでの 3 年間早慶

戦に出場したことがなかったが、4 年間の集大

成を発揮する場として早慶戦に出たいと思っ

ていた。当時、非レギュラーメンバーの中から

1 人だけ出られることになっていたが、そのイス

を中津・中村（卓）・野村・三澤の4人で争うこと

となった。実力的には誰が勝ってもおかしくな

い状況であったが、無事出場権を獲得するこ

とができた。 

迎えた早慶戦、シングルスは 1 学年下の西

本君との試合だった。一般入部であったため、

ここでポイントがとれれば大きいという OB の

方々の期待も感じていた。序盤は、シーソーゲ

ームが続いていた。確かにラリーのテンポは部

内の試合よりも早く、全く余裕のない状態だっ

た。しかし、ところどころ隙はあった。自分の思

うようなラリーができることもあり、もしかしたら勝

てるかもしれないとも思った。結果は惜敗。1ゲ

ーム目途中から連続でポイントを落とし、そこ

から立て直すことができなかった。期待を感じ

ていた分ふがいない結果に情けない気持ちに

なった。その後のダブルスの試合も、惨敗。4

年間の成果もこんなものかという考えも頭をよ

ぎったが、先輩方は温かい言葉をかけてくださ

った。「入部当初クリアーもまともに飛ばなかっ

た中津が早稲田と対等にラリーしていてびっく

りした。」 

今から振り返ってみると、もっとできたのでは

ないかとの思いもある一方 4年間 1つのことに

打ち込み成長を実感できたことは大きな自信

につながった。現在、社会人を 2 年弱経験し

たが、幸か不幸かバドミントン部の練習よりきつ

い思いは一度もしていない。これからの人生の
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中で大きな困難が待っているかもしれないが、

それを乗り越えていく礎は、大学4年間で身に

つけることができたと思う。 

 

 

現役生活の思い出                 

平成 22年卒  本田聖子  

 

私は大学 4 年間、もっといえば体育会部員

として過ごした 4 年間、周りの体育会出身者と

若干異なる経験をしています。そして大袈裟な

ようだけどこれまでのなかで、一番悩んで苦し

んで、考えて気付いて、努力して成長した年

月だったと思います。 

私の現役時代の経緯を簡単に紹介しますと、

私は女子高から運動不足を補うようにバドミン

トンを始め、看護医療学部の学業との両立を

不安に思い、マネージャーを希望し体育会の

門をくぐりました。でも練習に参加してみると、

ハイレベルな選手に教えてもらうバドミントンの

プレーは本当に刺激的で楽しく、体力のない

私には苦しい練習でも、講義のあと湘南台か

ら記念館に向かう足はいつも弾んでいました。

結局選手としての入部を決めたのですが、入

部 1 か月半という間もない頃にアキレス腱を断

裂し、長期のリハビリ期間を過ごしました。リハ

ビリを乗り越え約 1 年半、選手として練習や試

合に出場することが出来ましたが、その後練習

中に再度足を痛め、学業のほうも過密で重要

な時期に入っていた為、沢山悩んだ末に選手

を続けることを断念し、トレーナーとして引退ま

での残りの約 1 年半を過ごしました。選手とし

て練習・試合に臨んだ思い出、リーグ戦・早慶

戦で沢山の汗と涙を流した思い出、仲間と過

ごした合宿や遠征の思い出、また最上級生の

時にはチームの運営で苦労した思い出など、

語りだしたら本当にきりがないので、ここには特

に私にとって印象深い、トレーナーへの転身

後のことを書こうと思います。 

怪我が原因でプレーを退いたのは、大学 2

年の 2月でした。元々身体に関することには興

味があったので、周りより僅かにだけ知識はあ

ったものの、体育会部員が抱える身体の問題

や必要とするコンディショニングは本当に奥深

く、始めは目の前の部員の身体に何が起こっ

ているのか、どう対応するのが適切か、ほとん

ど理解することが出来ませんでした。更に、こ

れまでノンプレーヤーとして部に関わる前例が

なかったので、部活動中にどう過ごせばいい

のか、何をして過ごすべきなのかも分かりませ

んでした。なので、少しでもトレーナーとしての

知識をつけて発信が出来るように、記念館の

ベンチで本を読んだり、時にベンチをテーブ

ル代わりに練習フロアに背を向けて勉強したり

しながら、以前までは自分もそこにいた練習を、

ただ見守る日々でした。なかなか開けない自

分の立場への不安と、心底加わりたい練習を

目の前に加われない悔しさ、孤独感は耐え難
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く、自分で決めた道を後悔し、記念館へ行きた

くないと思いました。引退する最後の日まで、

苦しかったというのが本音かもしれません。そ

んな中いつも部員や先輩方、監督部長をはじ

め多くの方が気にかけてくださり、話を聞いてく

れました。結局最後まで出来ることは僅かでし

たが、現役時代にはフィジカルパートナーとい

う役職名を頂き、テーピングやストレッチ、コン

ディショニングの知識などで頼ってもらえる機

会も出来、練習中にフリーで動けるという利点

を活かしたサポートで自分の存在を活かすこと

も出来ました。本来私は人前に立って自分か

ら何かを発信するというのがすごく苦手でした

が、ストレッチやテーピングなどの講座でビクビ

クしながら話した時にも、部員が真剣に話を聞

いてくれました。その度感謝されることや、頼っ

てくれた部員たちが一生懸命に取り組んでい

る姿を見ていることがすごくうれしくて、その喜

びを励みに、そして自らの使命感にも変えて、

引退までの日々を貫きました。 

現在は選手としての思いを諦めて専念した

学業が実を結び、大学病院で看護師として非

常に慌ただしい日々を送っています。整形外

科を含んだ病棟に配属出来たため、現役時代

に記念館で学んだことも非常に役に立ち、スポ

ーツで受傷し手術を受ける若い患者さんを見

ると、いつも体育会で過ごした日々を思い出し

ます。自分が怪我をして手術をした経験、長期

のリハビリで辛い思いをした経験など、他の看

護師にはない経験を活かした看護が出来るよ

うに、体育会での大切な思い出に感謝しなが

ら、これからも頑張っていこうと思っています。 

 

 

バドミントン部の思い出 

平成 23年卒 真栄城 優  

 

バドミントン部を引退してはや一年が経つ今

日この頃、まだ学生を続けている私にとっても

あの日々は遠い日の様に感じられる。 

少なくとも週５日は出向いていた記念館、総

合するといったい何キロ走ったかわからない矢

上川と鶴見川、それらに赴くことがない今では

同じ大学にいても全く別の生活をしているよう

に感じる。 

 そもそも私は４月から部活に入ったわけでは

ない。勉強やサークルなど紆余曲折を経て１

月にバドミントン部に正式に入部した。当時の

私は本当に一日中バドミントンのことを考える

人間であった。授業中はバドミントンに配球や

ショットの打ち方などをずっと考えていたし、授

業の合間にはトレーニングルームでウエイトを

する程、バドミントンにどっぷり浸かっていた。

それが結果となって表れたのは１１月の新人戦

だと思う。５回戦まで勝ち進み、秋に３部リーグ

で戦い負けた相手に再び敗れたもののこの時

はファイナル１６くらいまで競った試合が出来

て自分の中に確かな手応えを感じることができ

た。 

そんな当時の私は何事にも歯に衣着せぬ

物言いで先輩方の目にとまったと思う（笑）。

「他人への配慮なしに己が信ずる道を進む」そ

んな人間であった様に感じる。・そして私はこ

の部活で色々なことを学んだ。チームとして行

動する中で自分の考えと他人の考えのバラン

スを調整する重要さ、時には身を削ってチー

ムに貢献することなど集団での身の振り方であ
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る。 

それが活きてかどうかは定かではないが私

は３年の秋に主将となった。ここから先は自分

のことだけ考えては到底やっていけない世界

である。今まで中学、高校でも部のトップとして

活動はしてきたが、実質の決定権は顧問にあ

るといっていい。大学では全て自分達で考え、

決断は最終的に私がしなくてはならない。正

直、言葉にすると簡単ではあるがやってみて

初めてこの難しさは実感できる。チームのこと

を思って考えたことでもその方向性や伝え方

次第でそれが部のためにあると部員に思われ

なければ結局はどんな内容が良くても机上の

空論にすぎないばかりか批判もかってしまう。

実際、私は多くの人から批判を受けてきたと思

っている。もちろんそれは自分の力量のなさが

一番の要因だと自覚しつつもここまで他者とい

うものは動かないものなのかということを身をも

って学んだ。 

４年時の春リーグで我が部を初めて５部に

落としてしまった時にそれは頂点に達したと思

う。あの当時のミーティングでの部員達が醸し

出す雰囲気というのは今でも忘れられない。出

来れば２度と味わいたくないものである。 

そんな中でも自分を助けてくれるのはやはり

同じ部員であったり、親しい OB の方など結局

は部活の関係者であった。これらがあったから

こそその後のチームでどうにか最後までやって

これた気がする。 

この様な経験の中で４年時には集団での身

の振り方から更に集団を率いる者としての身の

振り方を学んだような気がするが「集団の中で

は結局、自分のことしか考えられなくなったとき

に大きなミスや失敗をするものだ」ということを

今も肝に銘じている。 

 様々な経験がこの四年であった。そこから何

を得たのかを話せば、切りがない程多くのもの

をこの部活は私にくれた。特に私の考えからの

大きな部分に影響を及ぼした。それは前述し

たように集団の中での身の振り方ではあるが、

やはりプレーヤーとしてのかつての自分の考

えも捨てられはしない。そのバランスの取り方、

これが非常に重要で難しいものであると私は

思うのだ。つまり「慶應バドミントン部員（集団の

一員）として常に思いやりをもった人間であれ、

プレーヤーとして自分が一番、あるいは一番

になるという強い自我を持った人間であれ」そ

れを今後の自分の教訓としてこの先の人生を

歩んでいきたい。 
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平成 23年卒 船矢 竜太  

 

「あんた、どうせ暇でしょ？」バドミントン部を引

退してから、母から幾度となく言われている言

葉です。 

現役時代は毎日日吉に通ってバドミントンをし

ていたため、家にいる時間はあまりありません

でしたが、今では家にいる時間が長く家族を

やや心配させてしまっています。「バドミントン

部」がどれほど自分にとって大きい存在であっ

たかを感じるとともに、大学時代体育会バドミン

トン部に入っていなかったら一体どうなってい

たのだろうと考えている今日この頃です。 

体育会での４年間は、本当に濃密な毎日でし

た。小学校、中学校、高校と、いろいろなことを

経験してきたつもりでしたが、それらが霞んで

見えてしまいます。中でも、最上級生としてチ

ームを引っ張った大学４年次は、強く心に残っ

ています。 

【普通部コーチ～信頼されるということ～】 

私たちの代は、「つながりを大切にする」をモッ

トーに、以前から関係の深かった塾高・女子高

のバドミントン部に加えて、普通部のバドミント

ン部とも関係を深めていくことを決めました。そ

の中で私は、コーチとして普通部と関わってい

ました。初めの頃は、「もっと普通部とのつなが

りを強くしなくては」という気持ちが強く、義務

的に普通部に足を運んでいる部分がありまし

た。しかし、足を運んでいるうちに、普通部生

から「船矢さん、一緒に打ちましょう！」と頼ま

れたり、アドバイスを求められたりするようになり、

普通部の練習に参加することが楽しくなってい

きました。普通部との関係を深めるという本来

の目的を忘れ、「普通部生とバドミントンがした

い」という思いで、足を運ぶこともあったほどで

す。後輩から、「普通部に行ってくれてありがと

うございます。」と言われることもありましたが、

「行きたくて行っているのだから、お礼を言わ

れるのはおかしい」と思っていました。そんな中、

顧問の先生から、普通部夏期合宿参加のお

誘いを受けました。「船矢さんを信頼している

から、船矢さんにぜひ来ていただきたい。体育

会バドミントン部ではなく、船矢さんにお願いし

ている。」と言われて、鳥肌が立ち、涙が出そう

になったことを覚えています。その日から私は、

どうすれば信頼を得られるか、またどうすると信

頼を損なうかを考えて行動するようになりまし

た。 

【早慶戦～悔しさと喜び～】 

普通部との関係が深まってきた頃、部は早慶

戦を迎えようとしていました。私は選考試合の

結果、シングルスに出場することとなりました。

４年にして初めての早慶戦出場です。私の対

戦相手は、小学校と中学校の時に全国を制し、

大学でも４度インカレに出場しており、その差

は歴然でした。その中で私ができることは、と

にかく粘ってシャトルを相手コートに返し続ける

ことでした。「返し続けるんだ！」練習中、何度

この言葉を頭の中で唱えたかわかりません。そ

れにより、早稲田との明らかな実力差はわかっ

ていながらも、何とか抵抗できる気になってい

ました。どんなショットも触れる気がしていまし

た。しかし結果は、９－２１、１５－２１のストレー

ト負け。わずか数分で試合は終わりました。ま

ったく「返し続ける」ことができず、試合直後は

とにかく悔しさでいっぱいでした。大学１年から

やり直したい気持ちにかられましたが、OB の

方から、「いい試合だったよ。」「お前の試合が

一番観客多かったぞ。」「お前、うまくなった

な。」などと声をかけられ、「自分の４年間は良
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いものだった」と前を向くことができました。 

バドミントン部を引退して１年が経ちました。こ

の春からは社会人となりますが、バドミントンは

続けますし、日吉記念館にも（もちろん普通部、

塾高にも）足を運びます。バドミントン、そして

慶応バドミントン部からは非常に多くのことを学

びました。その恩を、これから長い年月をかけ

て返していきたいと思っています。 

 

 

 

 

平成 23年卒 植田 啓生  

 

 慶大バドミントン部での 3 年間の部活動

を振り返ってみた時の一番の収穫は、部活

動を通して多くの挫折体験や失敗体験をし

たことによって、組織の一員として組織の

活動に貢献するためには、まず自分自身が

強くあらねばならないと自覚したことであ

った。そして、組織の活動に対して前向き

な成果を提供できるようになって初めて、

組織の一員として認められるということを

実感した。 

 私が慶大バドミントン部で執行代として

部活動に関わっていた最後の 1 年は、慶大

バドミントン部がリーグ戦において 5 部降
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格・残留という創部以来最悪の戦績を残す

時代となった。原因はいくつか存在すると

思われるが、一番の原因は執行代である 4

年生全体の戦力が絶対的に低かったことに

より、チーム全体をまとめる求心力やリー

ダーシップが決定的に欠けていたことにあ

る。私自身、結局最後まで団体戦でチーム

を代表して試合に出場することはできなか

った上に、チームに勝ち星をもたらすこと

もできなかった。真栄城主将（当時）以外

で同期部員にリーグ戦のレギュラー選手が

いない状況の中、「繋がり」を重視したチー

ム運営を心掛けた私たちの代は、後から振

り返ると残念ながら「団体戦で勝ち星を挙

げる」という部の目標設定に見合ったチー

ム運営ができていなかった。もし、これが

民間企業の経営のように収益や雇用といっ

た問題を伴う活動であったならば、企業の

経営幹部にあたる私たち執行代は、組織に

大きな不利益をもたらした存在であるので、

厳しく責任を追及されることになるだろう。

大学体育会の部活動の運営には教育的な観

点から利潤追求の義務や目標設定がないた

め、任期を終え、部を引退した私たちが直

接チームに対して何か責任を取ることは求

められていないが、後輩世代に大きな負債

を残してしまったことは、過去に慶大バド

ミントン部で活動していた人間の一人とし

て、記憶に留め、今後の OB/OG 活動を進

めていく上で私たちの代が常に意識しなけ

ればならない点だと認識し行動することで、

せめてもの部への償いをしたいと考えてい

る。 

 慶大バドミントン部での部活動を通して、

選手としての輝かしい戦績は残すことはで

きず、個人的な後悔やチーム全体への多大

な迷惑を残してしまうことになった。この

場を借りて慶大バドミントン部関係者各位

に対して深く謝罪の意を伝いたい。誠に申

し訳ありませんでした。しかし一方で、部

活動での失敗体験や挫折体験を通して、組

織人・社会人として生きていくために必要

ないくつかの大切な教訓を、身をもって学

ぶことができた。これは、私が今後一人の

組織人・社会人として生きていくにあたっ

て絶対に必要不可欠な「経験知」となった。

具体的に言うと、以下の三点が挙げられる。

①組織全体が目標を達成し、高い成果を残

し、組織のステークホールダー全体が満足

するためには、経営幹部が適切な目標設定

と戦略を提示し、それを実行・実現する必

要がある。②組織の活動が目標達成に向け

て前向きに稼働する好循環を生み出すため

には、組織を構成する構成員各人が高いパ

フォーマンスを発揮する必要がある。③組

織が目標を達成し、高い成果を残すために

は、組織の構成員各人が組織の経営理念や

目標設定を理解・共感した上で、各々がひ

たむきな努力を重ねることを怠らないこと

が必要である。上記の三つの教訓を導き出

すに至った分析の背景については割愛する

が、慶大バドミントン部での部活動におけ

る個人的な経験や経営学における組織経営

論・リーダーシップ論の先行研究を参考に

している。このような気づきや学びを得ら

れるような貴重な機会を与えてくれた慶大

バドミントン部関係者各位に対して深く感

謝の意を伝えたい。誠にありがとうござい

ました。 

以上三点の「経験知」が提示する教訓は、

客観的に見るとそれほど新鮮な内容ではな

い。むしろ、至極当たり前のことを言って



115 

 

いるに過ぎない。組織運営に目標設定と戦

略が大切なのは当然であり、組織の構成員

が組織の活動に対して積極的に関わり高い

パフォーマンスをもたらすことが必要なの

は、競争社会における組織の生存を維持す

るためには絶対不可欠なことである。しか

し、組織人・社会人として活躍している人

間の目からしたら当たり前のように思われ

ることですら、現役部員当時の私には自覚

すらできていなかったのである。なぜなら、

慶大バドミントン部に所属していた当時の

私にとっての部活動における最大の目的は、

「体育会というブランドのある学生組織に

所属し続ける」こと自体にあったため、自

分自身が部に所属するバドミントン選手と

して成長することや一部員としてチームの

活動に貢献することにほとんど興味がなか

ったからである。今から振り返ると、本当

に恥ずかしい上に、真剣にバドミントンに

取り組んでいた部の仲間たちに対して失礼

な姿勢であったと思う。誠に申し訳ありま

せんでした。 

親切心から私に対して誠実に関わって来

てくれた多くの仲間や先輩方のご厚意を裏

切るような言動をしてきたことを、改めて

お詫びする。その上で、貴重な学びと反省

と気づきを得る機会を与えてくれた慶大バ

ドミントン部に対して精一杯の感謝の意を

込めて、創部 70周年のお祝いと今後の一層

の発展を祈願致する。誠にありがとうござ

いました。 

なお、最後に近況の報告を記す。2012年

現在、私は慶應義塾大学大学院政策・メデ

ィア研究科修士課程に所属し、国際労働経

済学の観点から外国人労働者政策の研究を

進める一方、学外のインカレ学術系ディス

カッションイベント主催団体「国際学生シ

ンポジウム運営員会」に執行幹部の運営委

員（貿易政策分科会チーフ）として関わり、

昨年 12月 26日から 28日にかけて「第 33

回国際学生シンポジウム」を開催。本イベ

ントは団体設立以来過去最高の集客人数を

記録し、無事イベントを成功させることが

できた。慶大バドミントン部での失敗体験

を通して得た教訓が、今の成功体験に繋が

ったことを、心から感謝している。この場

を借りて厚く御礼を申し上げたい。本当に

ありがとうございました。 
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平成 23年卒 石川 陽菜  

 

現役を引退して 1 年以上が経ち、現在は大

学院で勉学に励んでいますが、今改めて慶應

義塾体育会バドミントン部の魅力は何かと考え

たとき、その1つが縦のつながりの強さだと感じ

ています。 

私が初めてバドミントン部に関わったのは、

女子高バドミントン部に入部してから、数か月

経ったときでした。その時現役の男子の先輩

に練習に来ていただいたことを、今でも覚えて

います。現役のときに、私も同期男子を連れて

女子高の練習へ行きましたが、その時に入り

にくそうにしていたのを思い出すと、本当に有

難いことだったと感じます。また、女子高の先

輩には頻繁に練習等にお越しいただき、高校

の時に関わったことがない先輩も、女子高の

頃から、いつも親身に接してくださいました。私

が入部したのも、そのように体育会の先輩方と

接する中で、1 つの目標に向かって、全員が

切磋琢磨できる環境の魅力を知ったことがきっ

かけでした。 

そして女子高ということだけで、大学入学前

から練習にも誘っていただき、正直始めは、断

れなくてどうしよう、と思っていた部分もありまし

た。それでも他のサークルを考える中で、バド

ミントン部の魅力に惹かれ、4 年間頑張りたい

と思うように至りました。 

このように、私自身がバドミントン部に入るき

っかけとなったのが、女子高バドミントン部でし

た。そして入部してからは、さらに、幼稚舎生

から OB・OG の先輩方までの強いつながりを

感じる経験をさせていただきました。 

今振り返ってみても、現役だけで活動する

のがほとんどないと言うくらい、4年間の部活動

で、たくさんの方々に支えていただいたことに

気が付きます。 

入部して初めてのリーグ戦では、男女共に

昇格をかけた入替戦に臨み、応援席を見れば、

他大を圧倒するような大人数の慶應応援団が

声援を送って下さる姿に、私自身も圧倒されて

いました。初めての早慶戦では、それまで女子

高の手伝いとして遠目に見ていた主将戦を、

実際にコートを囲む側に入って応援する中で、

現役以上に応援に熱の入る先輩方を見て、改

めてバドミントン部の凄さを感じました。新年会

では、楽しそうにバドミントンをする塾高生、女

子高生、普通部生、幼稚舎生に刺激をもらい

ました。その他会合では、初めてお会いする方

でも、当時はわりと人見知りだった私にも気さく

にお話ししていただき、頑張れといっていただ

きました。合宿や練習では、下手な私の打つ

相手をしていただいた時、いつも細かくアドバ

イスを下さり、どうすれば癖を直せるか、一緒に

考えてくださる先輩もいました。 

私はまだ学生なので時間に融通は利きます

が、先輩方のほとんどがお仕事をなさっていて、

それぞれの予定もあり、お忙しい中、関わりの

ない代でも叱咤激励して下さり，それらがどれ

ほど有難いことであったか、また先輩方のバド

ミントン部を大事にしている気持ちを身に染み

て感じました。 

試合の時にはわざわざ遠くまで足を運んで

下さり、お忙しい中、頻繁に日吉へ足を運んで

くださる先輩方、メールで激励の言葉を下さる

先輩方の存在は、現役のときの私にとって本

当にとても大きな存在でした。4 年生の時は、

私たちの先輩方の存在感が大きかったため、

昨年より会合や試合、練習に来る人が減った

らどうしようと不安に感じることもありましたが、
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そんなことを考えていたことが申し訳ないくらい、

先輩方は変わらぬご支援をしてくださいました。

その度に感謝の念を抱き、より一層頑張らなけ

ればと奮起させていただきました。 

そのため今でも、少なくとも自分が現役の時

に関わった代がいる間は、記念館や試合会場

に足を運んで、少しでも現役の力になろうとい

う原動力にもなっています。 

 このようなつながりが 70 年続いて来たことは

とても素晴らしいことだと思いますし、その中で

微力ながら一つの働きができたことは嬉しく思

います。そして、現役がより魅力的なチームを

目指す中で、私が先輩方にしていただいたよ

うに、力になれることは力になっていきたいで

す。 

 

 

 

現役時代を振り返って 

平成 23年卒 清家 薫  

 

1年以上前にバドミントン部を引退しそ

の後卒業、社会人となりましたが、その社

会人生活も残り数カ月で 2年目に突入する

という現状で、時間は怒涛の勢いで過ぎて

いくと実感する日々です。バドミントン自

体は数カ月に 1回程度の割合でしかしなく

なってしまいましたが、今でも現役時代の

様々な経験は私の中でしっかり生きていま

す。社会人生活にすっかり慣れた今改めて、

自分自身の現役時代を振り返って思うこと

を述べてみたいと思います。 

 私は初心者として体育会に入りました。

今思うとよくそんな思い切ったことをした

ものだとも思いますが、もともとラケット

競技が好きで、高校時代の体育でバドミン

トンの授業を取り、それがとても楽しくて、

「この競技はもっと上手くなれたら絶対も

っと楽しくなる」と思ったのがきっかけで

す。 

 正直なところ、当初はバドミントンがい

かに厳しい競技であるかということをほと

んど理解していなかったため、「ラケット競

技は慣れているから、がんばればすぐ周り

の部員に追いつけるだろう」と非常にポジ

ティブな考えを持っていました。しかしそ

の考えは入部して割とすぐに打ち砕かれま

した。 

 最初に甘い考えを持っていたからこそ、

それに反してなかなか上達しない自分が嫌

になり、バドミントンの楽しさがわからな

くなってしまった時期もありました。そん

なときは、自分の運動神経が悪いとかセン

スがないとかおかしな方向にネガティブに

なっていきましたが、そういった状況を脱

したきっかけは当たり前のようですがやは

り、ちょっとした瞬間にバドミントンの楽

しさを感じられるようになってきたことで

した。基礎打ちが良い感覚で打てて楽しか
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ったり、ダブルスの試合で珍しく前衛が決

まって楽しかったり、「楽しい」と思う瞬間

が増えていくことで、もやもやとした気持

ちはなくなっていきました。 

 単純ではありますがこのような経験から

改めて思うことは、バドミントンでの悩み

はバドミントンをもってしか解決できない

ということです。バドミントンが楽しくな

ければ楽しく感じる瞬間を増やさなければ

いけないし、できないことはできるように

なるしかない。そう考えると、3年半とい

う現役の活動期間はとてつもなく短いよう

に感じます。全力でバドミントンと向き合

うからこそ自分のだめな部分なんて山のよ

うに出てくるのに、それをできる限り解決

しなければならないし、1つ解決したとこ

ろで新たな課題がどんどん出てきます。想

像するだけで途方もない作業であり、現役

時代の私にもそのための 3年半が用意され

ていたわけだから、言い訳するひまも目を

そらすひまもなかったのだなと思います。 

 当時の私に戻ることはできないし、引退

してからはっきりと気付いたところでどう

にかなるものでもありませんが、だからこ

そ今の現役部員、そしてこれから入部して

くる部員には、用意された現役期間を精一

杯駆け抜けていってほしいと思います。そ

してそのためにも、微力ではありますが私

自身何らかの形で力添えできればと思って

おります。

 

 

 

 

4年間を振り返って 

平成 24年卒 竹内 裕詞  

 

4 年間を振り返って、僕が慶應義塾体育会

バドミントン部で学んだことは「自分と向き合う

こと」だったのではないかと感じています。その

中でも特に、一番自分と向き合った 4 年生の

時のことを書きたいと思います。 

僕は現役 4 年間の半分くらいを、腰の怪我

のため、みんなと一緒にコートに入ることがで

きませんでした。高校の時までは、怪我などし

たことがない僕にとって、怪我をしてバドミント

ンが出来なかった時間は、とても苦しいもので

した。しかし、その分自分と向き合い、自分にと

って大切なことを見つけることができたのかなと

思います。 

4 年生になり、怪我から復帰し、みんなと一

緒に秋リーグを目指すにあたって僕が 1 番心

がけたことは「勝つ」ということを強く意識するこ

とです。怪我をして、長期離脱していた自分を

試合で使うことはとても不安なことだと思います。

「本当に怪我が治ったのだろうか？」「試合で

使っても大丈夫だろうか」そんな不安要素を取

り除き、誰の目から見ても「竹内なら必ず勝っ

てくれる」と思わせるには、部内の練習におい
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ても、試合においても「どんな相手にも勝つ」と

いうことがとても大事だろうと考えました。そして、

その姿を後輩に見せることが、自分の副将とし

ての役割なのではないかとも思いました。 

 そんな風に考えたものの、「勝ち」意識すれ

ばするほど、緊張したり、堅くなってしまい、思

うようなプレーが出来ないことも多くありました。

しかし、そうやって上手くいかない中でも「勝

ち」にしっかり向き合ったことで、自分なりのプ

レースタイルを見つけていきました。それは「ベ

ストプレーではなく全力プレーを！」、「本気で

取り組む」、「最後まであきらめない」この3つで

す。全力でプレーし、本気で取り組み、最後ま

で諦めないからこそ、それでも出来なかったら

自分の力不足だ、と敗因を分析できるようにな

りました。また、全力でプレーすることに集中す

ることで良い意味で結果を気にせず、プレー

に集中することが出来るようになりました。 

しかし、秋リーグ戦での全勝や、早慶戦での

勝利はこのように自分と向き合って、全力でプ

レーした結果ということだけが要因ではありま

せん。怪我をしてプレーできない時に、声をか

けて、励まして下さった諸先輩方の支え。「一

緒に頑張りましょう」と共に涙してくれた後輩達。

復帰してから、自分を信じて試合に出してくれ

た五月女監督や山口哲生主将、戦う自分を必

死で応援してくれた仲間の姿。沢山の人たち

の、支えがあったからこそ、「慶應義塾」という

名を背負うという意味をしっかり考え、最後の

結果につながったのだと思います。本当に感

謝してもしきれないくらい、感謝しています。 

 そして何よりも、こんな風に「自分と向き合う」

ということを、目一杯させて下さったこの慶應義

塾体育会バドミントン部というものに感謝すると

ともに、自分がその一員であることを誇りを忘

れずに、これから新しく始まる社会人生活でも、

しっかりと自分と向き合い、僕らしく全力で頑張

っていきます。 

 

（引退後、同期での飲み会の写真） 

 

 

4年間を振り返って 

平成 24年卒 野村 和秀  

 

慶應義塾体育会バドミントン部創部 70 周年

おめでとうございます。そして、その記念部誌

に寄稿出来ることを光栄に思います。拙い文

章ではありますが、私の体育会バドミントン部

での 4 年間の思い出を書かせていただきま

す。 

4 年間を振り返ってみると、悔しいこと辛いこ

と楽しいこと嬉しいことたくさんありました。そも

そも入学当初は大学で、ましてや体育会でバ

ドミントンをしようとは思っていませんでした。高

校で一区切りついた感じがありましたし、新し

い分野に挑戦したい気持ちもありました。入学

式の日に銀杏並木でバドミントン部のブースを

偶然見かけ、興味本位でチラシをもらい、新入
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生練習会に参加し、気がつけば部員の一人と

して練習していました。もしあのとき並木でバド

ミントン部のブースを見かけていなかったら、

今の僕はなかったかもしれません。 

一年生の頃はもう日々の練習についていく

だけで精一杯でした。一年間浪人していたの

で体力的にも技術的にも衰えており、先輩た

ちの迷惑にならないようにしないと、という気持

ちで練習していました。また、練習だけでなく

一年生としての仕事もありますし、一人暮らし

をしていたので家事や自炊などもあり、最初の

一、二カ月はこの生活に慣れるのが大変でし

た。朝起きて、授業を受けて、練習して、帰ると

いう高校生時代と変わらぬ生活に、最初のころ

はこのままバドミントンばかりしていて大丈夫か

な、と不安になったこともありました。しかし、春

のリーグ戦を見てその不安は一気に消え去り

ました。これまで経験したことのない緊張感あ

る試合、迫力ある応援、選手と応援が一体とな

って戦っている様を見て、自分もいつかこの舞

台に立ちたいと思うようになったのです。 

それから 2 年たって私はリーグ戦の舞台に

立つことできました。しかし、わたしのリーグデ

ビューはこれ以上ないほど苦いものでした。私

は一度も勝てず、チームも全敗し我が部史上

初の 5 部へと降格したのです。私は、決して技

術的な部分では相手に負けていなかったと思

っています。それでも負けた理由は、気持ちの

面で準備不足だったからだと考えています。リ

ーグ戦の雰囲気、周りの応援、自分が負けれ

ばチームも負けるという状況、自分を緊張状態

に追い込もうとする要素に打ち克つことができ

ませんでした。そして緊張状態に陥ってからも

自分を取り戻すことができませんでした。応援

をしていた下級生の頃から、ただ声を枯らすだ

けでなく自分がレギュラーになったつもりでリー

グ戦を見ていれば、また日々の練習からリーグ

戦の一場面一場面を意識して取り組んでいれ

ば、もっと気持ちの面で準備ができていたので

はないかと思います。 

  5 部に降格させてしまったときは、この部の

歴史を作り上げてこられた先輩方に申し訳な

い思いでいっぱいでした。そして、少なくとも自

分たちがこの部にいる間に、このチームを 3 部

に戻さなくてはならないと思って残りの日々を

過ごしてきました。結果的にそれを達成するこ

とはできなかったことには悔いが残っています

が、最後のリーグ戦でなんとか 4部昇格を果た

せたことは今でもいい思い出です。以前の苦

い経験から、本番でベストなパフォーマンスを

するにはどういう準備をすればいいのか自分

なりに考えて取り組んできたので、試合ではい

つも通りの自分を出すことが出来ました。このリ

ーグ戦での 4 部昇格は達成したい目標ではな

く、達成しないといけない目標だったので、入

替戦の勝利が決まったときは嬉しいというより、

「ほっ」とした気持ちの方が強かったのを覚え

ています。 

字数の関係でここに書けないこともまだまだ

あり、私の 4 年間は本当に刺激的な日々だっ

たなと感じます。この経験を通して、何かに本

気になれるって素晴らしいことだなと思うように

なりました。辛い思いもしたり、悩んだり、仲間

と競争したり、たまに衝突したり、共に喜んだり、

必ずしも楽しいことばかりではないですが、そう

いうことを通して多くのことを学び、人として成

長できるのだと私は思います。そしてそのよう

な環境が備わっているバドミントン部で大学生

活を送ることが出来て本当に良かったです。 

いよいよ私も 2012年 4月から社会人となりま

す。もちろん不安もありますが、これからの人

生のことを想像すると楽しみの方が大きいです。
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これからは仕事に本気に取り組んでいく日々

になりますが、バドミントン部で学んだことを活

かして頑張ります。最初の勤務地が愛媛県と

いうことで、日吉に顔を出すことは難しくなりま

すが、現役のことは離れたところからでも応援

していますし、一人の OB としてバドミントン部

の発展に貢献していくつもりです。 

 

 

 

4年間を振り返って 

平成 24年卒 植田 悠  

 

現役最後の試合である「早慶戦」から、早３

ヶ月が経とうとしています。月日の流れは本当

に早く、気がつけば学生生活も残り僅かとなり

ました。これまでバドミントンを通して本当に沢

山のことを経験し学び得ることができました。バ

ドミントンを通し、沢山のことを経験する中で競

技者としても人間としても成長することが出来、

多くの人と出会い関わることで新たな見方を見

つけることも出来ました。今私は、バドミントンと

出会えたことをとても幸せに感じています。 

 この４年間は私にとって特に自分を成長させ

ることが出来た４年間であったと思います。４年

間の中で私には大きな目標がありました。それ

はインカレに出場することです。私は 4年最後

にようやく名古屋で行われたインカレにシング

ルスで出場することができました。結果は振る

わず悔しい結果となりましが、4年最後に出場

することができたことは本当に良かったと思い

ます。私は一年生の時からこの大会に出場す

ることを大学生活での一つの目標として強く持

ち続けてきました。なぜそこまでインカレに出

場したかったのか。それは、どんな環境でも諦

めず努力をすれば高い壁も乗り越えられるの

だということを証明したいという思いがあったか

らです。この目標を達成することは決して簡単

なことではありませんでしたが、その過程で

様々ことを経験し多くの大切なことに気づくこと

ができました。 

 目標に向かう中では、もちろん辛い経験もあ

りました。怪我でプレーできず悔しい思いをし

たことや自分のプレーに行き詰ってしまったこ

と、自分の目標に向けてどのように頑張ってい

けばよいのか悩んだこと・・・しかし、その様な

経験をしたからこそ気づくことができた大切な

ことが幾つもあります。 

 

 「ライバルの存在の大切さ」 

 大学に入ってから、自分では頑張っているつ

もりでもなかなか結果に繋がらないことや、やる

気がでずに悩む時期がありました。そんな時、

他大学に練習にでる機会ができライバル達と

一緒に練習することができました。その中で、

もっと頑張らなければ目標達成は出来ないと

いう危機感を感じたり、自分はまだまだ甘く厳

しさが足りないと痛感したり、部活の中だけで

練習していると忘れてしまう重要なことに気づ
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かされました。振り返ると、ライバルの存在があ

ったからこそさらに上を目指して頑張ろうとおも

えたのだと思います。 

その存在は本当に大切なものであると改めて

気づくことができました。 

 

「何かを変えようとする勇気の大切さ」 

 やはりどんなに沢山練習し努力しても、プレ

ーが行き詰ってしまうことがあります。私のシン

グルスはプレーの幅が狭くショットも単調で粘り

でなんとか戦っていました。どうにかしてこのプ

レーを変えなければと悩んだ時、今の自分の

スタイルから何かを変えようと思いました。打ち

方や打つタイミングをいつもと少し変化させて

みたり、動くスピードを変えてみたりと様々なこ

とを試みました。自分のスタイルを変えることに

抵抗や不安がありこれまでは変えようとはして

いませんでした。しかし、何か変わるかもしれ

ないということを信じ行動した結果、これまでに

はない新たな発見をすることができ、またいつ

もの形よりも変えた時の方が良いと思えることも

ありました。もちろん良いもの変える必要はな

いと思いますが、悩んだりした時に勇気をもっ

て何かを変えてみようとする事もとても大切で

あると感じました。 

 

「自分を信じることの大切さ」 

 練習ではできていても試合になるとできない

ことがあります。私は大学時代、特にそうでした。

試合になると突然不安になり、できないのでは

ないかと考えてしまうこともありました。そう考え

た時はやはり本当にその通りになってしまい、

ますます自信がなくなっていきました。そういっ

た経験をする中で、自信をつけるにはそれだ

けの練習をすることが必要であると思い不安が

なくなるまで必死に練習するようにしました。ま

た、マイナス思考にならない様日頃から気をつ

けました。それからは、以前に比べてずっと自

信を持って試合に臨むことができ、落ち着いて

プレー出来るようになりました。 

 このように様々な大切なことに気づいていくう

ちに技術面でもメンタル面でも成長することが

でき、そしてインカレの出場権を獲得すること

が出来たのだと思います。一年生の頃から目

標にしていたインカレ出場まで 4 年間もかかっ

てしまいましが、その過程で経験した辛いこと・

苦しいこと・嬉しいこと・楽しいこと・すべてが私

にとってとても意味のあるものであったと強く感

じています。この4年間目標に向かって諦めず

ひたむきにやってきたことが結果に繋がり、そ

して自分自身で成長できたと感じられたことは

本当によかったです。 

おわりに、私がこの 4年間を無事に終えられ

たのは、いつも指導してくださった先生・監督・

コーチ、応援して下さったＯＢＯＧの皆様方、

共に頑張り支えてくれた仲間、そしていつも陰

で支え応援し続けてくれた家族など私に関わ

る多くの人の支えがあったからこそだと思い、

感謝しています。本当にありがとうございました。

これから先、社会人になってもこれまでの経験

を活かし自分らくし前向きに頑張っていきたい

と思います。 
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近況・四年間を振り返って 

平成 24年卒 松本 悠莉亜  

 

昨日、1 月 16 日にようやく卒論を提出し、ほ

っと一息ついたところでの執筆です。と言いた

いところですが、全員まさかの再提出を命じら

れ、あと一週間頑張らなくてはならなくなりまし

た（笑）。とはいっても、昨日に全てから解放さ

れる予定で、友達と会う約束など入れてしまっ

たため、どれだけ改善できるか不安なところで

す。木曜には、２０代のうちに賢いお金の使い

方をするために、生協の案内で知ったライフプ

ランセミナーにも行く予定です。新聞を読む余

裕も出来ましたが、結局、咀嚼しながら集中し

て読むのはスポーツ選手の取材記事です

（笑）。やはり興味のわくものは自分の経験に

起因するものなのだなと思い、これから色んな

場所にいきたいなと、うきうきしています。卒論

執筆にあたり、実は部の OB の方々にも大変

お世話になりました。おかげさまで現場の方の

お話を伺うことができただけでなく、それぞれ

の方が担う使命に理念を持って取り組まれる

姿に、感銘を受けました。これから社会に出る

上で、私もこのようにありたいと、良い刺激をい

ただいて、感謝の気持ちでいっぱいです。こ

の時に限らず、部のOBの方々には、いつも良

くしてもらってばかりで、自分は本当に幸せ者

だと思っています。 

この時期になって、やっと一息つけてくると

（まだついたらだめですが）、現役時代のことが

客観的にみられるようになった気がします。間

違いなく相当追い込んだ生活でした。「起きて、

駅まで歩く間や電車で勉強、授業に出、部活

をし、帰りは電車で練習の反省をしてからまた

勉強（しかし寝てしまい自己嫌悪に陥ること

多々）、そして遅く帰宅し食べて寝る」といった

毎日で、そこにさらに精神的負荷が加わるとい

う……今振り返ると異常だなと思います（笑）。

しかし、自分の限界に挑戦したいと、入学当初

は思って入部したのですし、こういう追い込み

をすることで新たな自分を発見したかった、そ

してそれが実際に出来たので、良かったのか

なと思っています。多くの方が仰いますが、4

年間部活をやり続けるということは、すごいこと

だという意味が、何となくわかった気がします。

これだけ辛い思いをして、毎日一つのことを忘

れずに過ごす、そのことで得た経験は、他とは

重みが違います。あの時何であんなこともでき

なかったのだろうと、悔やむことも多々あります

が、ここまでして得た経験は、必ずや活かして

やろう、活かさないでたまるかといった、絶対的

効力を有します。 

部活を通し学べて良かったと思う点は、今の

ところ４つ挙げられます。一つは、少し、踏ん張

った先に見えてくる楽しみがあるということ。トレ

ーニングをすれば、大抵のことはできるというこ

と。次に、結果は自分の思っている通りになる

ということ。つまり、何をするにも自分にとって

の最終的なゴールを見失わずに位置づけるこ

とが大事であるということ。3つ目に、とにかく前

向きであることが一番良いということ。楽しむ努

力が大事であること。最後に、自分を大事にし

なければ、本当は他の人の力にはなれないこ

と。もう少し時間が経てばまた何か出てくるの

かもしれませんが、これからも考えてみたいな

と思います。 

 ここまで、部の 70 周年を記念する大事な

誌面に、私のくだらない近況や振り返りをさせ

ていただいて誠に恐縮な限りです。現役時代
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に、大したことは何もできなかった私ですが、

そんな未熟者の私を温かく支え、励ましてくだ

さった全ての方々に、改めて感謝申し上げた

いと思います。ありがとうございました。 

それでは、昨日母から「卒論は死ぬまでつ

いて回る」と脅されたばかりですので、あと少し

頑張ろうと思います。 

 

 

 

 


